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序章本稿の目的と本稿における分析方法

第 1節本稿の毘的と課題

本稿は，札幌市におけるー食品関係中小企業II及びそこに形成されている労働組合を対象

に，労資の対抗関係のもとでの労働者の職場生活の実相把揮を通して，単位組合の時争過程の
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内突を切らかにしようとするものであるO

周知のように， 日本資本主義社会は， '71年の「ドル・ショックム '74年の「オイル・ショ

γ ク」を通しいわゆる「構造不況」期にはいり，わが間労働者降人口の 8割弱を占める中小企業

労働者は，独占資本とのかかわりにおいて進展する人減らし，労働強化等の「合理化j攻勢に

激しくさらされているが，その中で一定の活動史を有する労働組合もまた新たな「困難Jに

面しているO こうした諸事態を，生成点、における労働者の状態を中心として把握する「モノグ

ラフィー法J2) による実証研究は，

るO

-労働社会学にとっても主要な課題を構成すると考え

このことt土， ，資本主義的階級社会とりわけ，直接的な労資のれ対抗凶関係の中に労

働者の職場生活を拐えて理解することを意味するが，そこでの矛盾への対抗，変2存を労働者が

組織を介してはかる過程とじて労働組合組織の活動過程が据えられる。そしてその過程は，

(い労資協調、、路線の所在など，それ自体新たな問題を含んでいるものも多いが〉労働者の階

級的「成長」過程とも連なると考えられる。しかしそれを，単純に労働者の意識変革レベルの

問題としてのみ捉えるのではなく，労{勤者の本源的行為としての労働行為がなされる具体的場

面としての生産点=職場における実態から把握した場合，その内実は如何なるものとして捉え

られるのか。本稿が目的としたところは，第一にこの点の解明であるO

しかしながら，本調査の実施過程において直面した季f態は，とりわけ '76年以降組合員相立

の問題として現われていた矛盾であり，何よりも調査以後半年に満たすや生じた組合組織の事実

上の「解体」であった。それは従来の組合活動における中核的存在層の失業と，バーラーの閉

鎖等職場への「合理化」のさらなる浸透をもたらしたのであるO 独占資本とのかかわりにおけ

る資本の攻勢が，組合組織自体に激しく及んでいること，そしてそれは，ある程度は準備され

つつある労働者の階摺的対立を誘導し，利用するものであること，そしてまた労働者自身が，

こうした階層的対立を組合組織のより強間な再組織化へと向かわせず，組織の「解体」をまね

いたことが切らかであるが，こうした階態的対立の内実は何であるのか。ここに本稿の解明す

べき第二の点があるO

さて，上記二つの点すなわち，中小企業労働組合の闘争過程，そして「構造不況J期以降生

じている新たな「困難Jを，労働者の職場生活レベルから分析するに際し，本稿では以ードのニ

つの分析視軸を設定するO

第一に，労資のれ対抗、、関係，そして組合の闘争過程において，単に個々の労働者のれ対誌、、

を問題とするのではなく，労働者の集問的定在〈労働者の諸属性，入社時期の共通性が形成す

る集団や職場集団等〉を媒介として，彼らの集団的台頭，集団関抗争，そして集罰の質的変容

を通し，それとのかかわりにおいて組合組織が形成，変容する局面の把謹であるO

第ニに，それら諸柴田は，現段階ではその構成原理において流動的である以上，それを構成

する労働者の生活史，そしてその重みに立った職場生活のレベルにまでおりて，問題を深める

ことであるO

以下，第2節において，これら諸官民域を深めるにあたり，戦後日本の労働社会学におけるい

くつかの成果を検討し，第3節で本稿における分析方法を示そう O

第 2節 労働社会学研究の環状といくつかの成果の検討

ところで，現段階において，労働問題に対する社会学的研究は，こうした課題にどう応えて
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いるのであろうか。

第一に，戦後労働社会学の旗手たる松島静雄氏は，最近の著『中小企業と労務管理Jl3)にお

いて， r高度経済成長第E期J('62~'70) に急成長した中小企業右対象に， r労務面からする
成長要留の探求Jを行なったここ10年来の実証研究をまとめている。間宏氏の一連の諸研究と

共に産業・労働社会学4)において I日本的労務管理」とその変容の問題については，実証研

究の成果が比較的多く打ち出されていると言えよう。だがこの労務管理研究への傾斜の中で，

i戦後初期労働社会学が有していた労働者の生活，意識や労働者集団の豊かな把握は，後景に退

いていると言える 05〉

しかしながら第二に， '70年代以降， 労働問題に対する社会学的研究の新たな台頭が見られ

る。

たとえば，元島邦夫氏は， [企業内人生の抑圧と対抗J0977年〉において， I大企業の専制

的体制Jが「生活共同体」を介し，大企業労働者の「企業内人生」を包摂するメカニズムと，

それに対抗する労働者側の要因を，年令別賃金額による措層底分を軸に，意識調査の分析等か

ら考察しており 6)稲上毅氏は，労舗や職場生活，組合運動等に対する労働者意識調査の分析

から， I経営参加Jについて考察し，りまた職場レベノレでの「労使関係Jを， I労務管理の構造

と機能J， I職業労働Jの様態，職場生活における不満等から考察しているf なお労働総合分

析がしばらく鳴りをひそめている中で，持西宏祐氏は， I企業別組合」の分裂事例の分析から

『少数派労働組合運動論』を構想している 09〉

これら新しい潮流は，いずれも '70年代以降の「構造不況J下における労働運動の展望を職

場労働者の実態(そして労働組合の実態〉から採ろうとする点、では共通しており(その方向は

各々異なっているが)，現在労働社会学が追求すべき重要な領域を放っていると言える。 しか

しこの領域は，今後さらに労働者意識調査を主戦とするアプローチを越え，よりインテンシヴ

なそノグラフ的研究の蓄積から，一定の法則性の劇出に進まねばならないことは，関宏氏の指

摘する通りであろう 010〉

ところで，戦後日本労{働社会学に眼定して見ても，その労働者ー・労働組合研究の中には，い

くつかの重要な実証研究も含まれている。以下，それらが，労働者の生活(生活史〉レベル，

集部レベル，組合組織レベルの諸領域をどのような論理でつなげ，何を明らかにし，組合の果

たす労働者の成長にとっての役割を，その時期の臼本資本主義の発展段踏との関連で如何に把

握しているのかという点から検討してみよう O

①第一に，戦後初期労働社会学における労働組合分析は，労働組合が労働者たるの自覚を基

盤とした近代的な結合原理をもつにもかかわらず，実際にはフォーマルな組織の背後にあるイ

ンフォーマノレな集団が，労働組合を動かしているのではないか，との問題意識Iこ立っていた011〉

例えば，中野卓氏は， I労働組合における人間関係J0956年〉において，高度経済成長期以

前の「下請工業」において，すでに制度としては成立していない「親方徒弟jの関係が，組合

を事実上動かしている点を指摘している。山しかしここでは，そうした「日本的インフォーマ

ノレグループJ (中野氏〉の射出自体に意図が集中し，労資関係下での労働者としての状態やそ

れを基底としての，総合の組織活動の中での労働者，労働者集団の変容といった諸点は，捉え

られなかった。

②この点，第二に，荻原一義氏の「中小企業労働者の意識J0960年〕は，組合結成過稜を

対象とし，労働者の「成長Jの問題へ分析を一歩進めている。
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萩原氏の分析は，中小企業労働者の労働諸条件の劣悪さにもかかわらず，その組織化が困難であり，権利

意識が開花しにくいことを，労務管lAの特質，諮階層の存在形態から示し，組合結成によるその意識の変容

を企業内の労働者諸階!替の社会約諸関係の変容な土台に説明しようとするものである。そこでは，以下のよ

うな論理が示された。①M木工では，同族，血縁，徒弟制を中心とした「家族主義J管理がなされ，縁故入

社は，労働者に「濯ってもらったJとLづ意識をもたしめている。②その体制は，生産工程における親方一

織人一弟子関係での運営，下請労働者を加えての「殺陵会j，労働者の待遇決定権の社長への集中， 等によ

って支えられ，労働者の意識をM社の体制の中に封じ込めている。③そのもとで，労働者の年令，学歴によ

る差，先輩と後室長，常藤と請取，織人と弟子号事の階}醤差が存し，諸階層院には対立，競争が存し I近代労

働者としての一体感」が存していない。④受註減に伴う賃金下降，その対策としての一部常濯の議耳元化が，

M社の体制の権威と機能をいちじるしく弱め，労働者向土の内部的対立感を一時的に解消した。また i湾系

のS社労組の誕生も彼らに刺激を与え，組合結成の条件をつくった。⑤組合結成におし、て， I若手jでは，

高卒の先輩格が中心となり，職人は，常態の年令，入社年の近い3人の伶飽から出発した。若手と駿人の結

合は，若手の一人の二極的働き，職人のrtの若手速解者の動きがこれをうながし， I結成の怠欲j，r秘密保
持j.r弟子でないことj， I高令者でないことJを条件とするグループがつくられた。⑥結成後の一時金，
ユニオンショップ，首切り規制などの活動の中で，新しい活動分野が， I織人の世界」をこえて広がり，若

手の再評価を含みながら，労働者間の対立な識を主主徴せしめ， M社の体制を変化せしめた。13)

以上のように，萩原氏は，高度経済成長開始期の中小企業労働者の意識とその成長過程を，

f家族主義J的労務管理のもとでの企業内の労働者諸階層(生産上，労働諸条件上の地位，諸

属性からの区分〉の存在形態と，組合結成時の各人の動きの中での階層間の相互対立の克服と

いう点から切らかにしようとした。階層把擦に基づいて，ソシオメトリーを組合内の動的な人

間関係把援に適用した数少ない試みのーっと言えるが，諸階層を構成する労働者諸個人の基底

的な労働と生活の実松には立ち入らず，それ汝，労働者意識の「成長通緩」も階層」意識

の変容に限られて論じられている O また， (対象からして当然であるとは言えJ労働組合組織

自体が，労働者の労勘と生活を基底において，対経営において行なう活動の諸相を上記諸領域

との関連でどう把握するかと L、う課題は残されているO

③この点で第三に，松島静雄・間宏氏の rF鉱業・ Y炭鉱調査j(1956年〉は，労働組合組

織内部の人間関係のみを開題にするのではなく，労資の対抗関係下での組合組織自体の構成，

運営，活動(そしてそれを通して組合員の生活保障の機能〉を問題とする視角を有している O

本論文で松島氏は，東京大学社会科学研究所の F戦後労働組合の実態JI(1950年〉等が示した， 統計的大

量調査に基づく戦後日本労働組合組織の基礎構造把握，すなわち「食業組合」としての諮特質を念頭に，そ

れが「本質的に弱点た持つとし、う認識が誤っているのはいうまでもなし、」として，単位組合の間有の「闘争

内容」を問題とし，そこから「昂揚の条件jを採るとL、う課題を立てた。さらに「労働市場論Jの立場から

組合を分析する方法に対し，氏の「労資関係視点Jを対霞せしめた。すなわち，経営対総合の生産・厚生条

件関争の内突を探ると共に，労働者の「組合帰属意識j.r階級意識の成熟度jから組合活動の「強さ」を測
定しその結果労働者の属性の特質や，対象企業における労務管理の返れ， リーダーシップのあり方，日常

活動の活発化，そして総合員の組合活動への自信と誇り等から， r希揚jを説拐した。14)

松島氏は，賃金構造や擦準作業量，そして厚生施設等の実態から，労働者の生活保障をめぐ

る労資の関係を追ったが，そのもとでの労働者の労働と生活，そして職場レベルでの「労働者

集団Jの実相には立ち入らなかった。それ故に労働者意識調査の諸結果も，それらとのかかわ

りで示されることなく，組合の性格を示すものとしてのみ評価される等の問題を残し， r昂揚j

をもたらす諾要因の羅列となって，萩諒氏の分析と比べても，労{動者の存在形態にせまらない

労働組合分析となっていると言える。
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④北J111建吉氏編 f富士フィノレム労働組合員の意識と実態 0962年〕は， 高度経済成長，そ

して「合理化」の進展のもとでの，労働者諸階麗の諸条件，怠識の変容の把握を軸に，組合運

営の問題に切り込んだ。

本研究は企業「合環化jの新段階のもとでの労働者階藤構成変化と，各階層の客観的諸条件(技術的条

件，職場における「合理化Jの発現，労務政策のもとでの各!替の立場〉をおさえた上で，労働組合の各期毎

における各層の動きと窓識を賂皇室とした。各層の意識識をは，会社，組合，企業外の諸事項に対し多妓にわ

たってなされ，組合活動における各)替の客観的位霞との関連で，その「構造Jが示された。その結果，組合

運動の各期における指導層の交替，現段階における各層間の連係と対立の諸相が示された。他方，労働者の

家族主主活や地域における社会関係についても示され，言言二とフィノレム労働者の地域における優位と隔絶が指摘

された。15)

本研究は，労働組合の分析に当たり，労働者の階層的把握を中軸に据え， r労働者内部に存
在している，生活向上への意志、を尊重し，それをさまたげているさまざまの社会的要閣の原理

的解明と，それの統一された行動力による徐去とを，現実事象を媒介としてうみだされる労働

者の矛屈を媒介とする要求をくみあげ，社会的，物質的団結カと行動力に組織してゆく J16) プ

ロセスを切らかにする意図を有していたが，労働者の職場生活，職場集団構造の内在的把援を

踏まえて，これを解明するところまでは分析は進んでいない。

以上見てきたように，労働組合の社会学的分析に当たり，∞，③論文では組合内部のインフ

ォーマノレな集団が着目され，G)論文では，古い「親方子方」的集閣の所在とその影響力の指摘

がなされ，②論文では，それらの労務管理に果たす機能と，それへの対拭勢力のインフォーマ

ノレ集思形成から組織化に至るプロセスが，労働者諸階層間の対立の克服とし、う文献から指摘さ

れた。③論文では，労資の対抗関係が組合の関争過程として捉えられ，④論文では，その把握

に立って，労働者諾階層の現実的諸条件及び意識と彼らの動きから，それが理解されようとし

た。このように，労鮪社会学的研究においては，労資の対抗関係のもとでの労働者諸措麗の状

態把援に立って，インフォーマル集団と組合組織の関連性把握を通し，組織的活動を通しての

労働者の[成長jの内笑把握にせまろうとする志向が指摘できるO しかし何よりも指摘しなけ

ればならないことは，これら諸研究においても，労{勤者の職場生活〔労働一生活史〉の文脈，

そして職場集罰のあり方がもっ問題からの組合活動のもつ意味の班解は十分に実証されていな

いという点である。

第 3節本稿における課題の腰定と分析方法

さて，現段階における中小企業労働者層，そして彼らの形成する労働組合の存在形態に，職

場集団を中心としてせまるにあたり，本橋では以下のような分析枠の中に問題を設定する。

第一に，戦後日本資本主義の発展の中での当該企業の歩みが如何なるものであるかというこ

と，当然、そこには技術水準の階梯の問題があり，また技術革新を伴なう「合理化Jの過程を射

程に収める必要がある。それはまた当然、，当該企業における労資関係の具体的進展，そこでの

、、対抗、、関係を射程に収めることを意味しているO そしてその m対抗、、関係は，個々の労働者

の別対応、、レベルで、はなく， r職場集団Jを基底においた，集団レベルでのれ対抗凶関係の構
造〈そしてその変容〕として捉えられねばならない。そしてそれが労働組合結成にまで奈って

いる木事例の場合には，その企業における「合理化」の進展の画期における労働組合との別対

抗、、関係として，それは捉えられる必要があるO

第二に，その m対抗、、関係の中で，企業としての活動や組織のあり方が篠定され，その間に
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資本による従業員の把援，また組合による労働者把握の問題，さらに組織として企業が如何に

組合組織自体を包摂するか，また組合が企業組織の中にその力量を浸透させるか，とL、ぅ m階

級的力関係、、の領域が具体的に存していること，そしてその基患に，現実にさまざまな諸要求

をもっ労働者が形成、ずる「職場集罰」を両組織が如何に把握するかとL、う問題が存しているこ

とである。

ところで第三?と，その現実の職場集団は，如何なるものとして構成されているのか。それ

は，もはやかつてのように親方一子方的な形で構成されているとは言えなし、。すなわち第ーに，

生産過程における機械化の進展，第二に，とりわけ「高度経済成長j期以降の日本資本主義の

キャパシティの増大，すなわち，全国的レベルでの労働市場とその階級階震的変容がもたら

されていること，これらが職場集団のあり方を，その構成員の社会的属性からいっても大きく

変革しているO こうした段階に相応する中小企業の職場集団の分析は，かつての社会学者(松

島静雄・中野卒氏ら〕の分析とは異なった分析視角が加えられねばならなL、。 例えばそうした

状況の中で，かつての職人的基幹労働者の地伎は，たしかにその中枢的な役割を失ない，また

若年労働者が，かつての徒弟とは異なった形で，すなわち機械化「合理化J過程に伴なって導

入せられ，未婚女子・主婦}替の導入も中小企業の場合，大巾に進んでし、ることは指摘するまで

もなL、。しかし，そのことによって，企業内のいくつかのノミートに分けられる職場集団の構

造，そしてそこでのリーダーシップの構造はどのように変容しているのか。こうした点は，

突にそって捉えられなければならない。

第四に，本稿におけるもう一つの分析規角について触れておく必要がある。すなわち，戦場

集団そのものが，開かれた労働市場の中で，たえずその労働者構成を変更ぜざるを得ないもの

として存している以上，前述の企業組織と労働総合組織の対抗関係も，賃労働者層の生活史の

レベルを踏まえて明らかにする必要があるO つまりここでは，賃労働者層の入社前生活史(職

歴)，さらに入社以後の職務変化が問題となる。入社前の職歴の相違は， おそらく入社以後の

初職務を規定するであろうし，そこに「合理化」の過程がおり重なるものとして開題は捉えら

れねばならなし、。そしてその後の企業における協業体制の中での協働のあり方，なかんずくそ

こでの共有体験の蓄積の問題が，それぞれのパートこわかれた職場集団の構造を規定するであ

ろう。例えば，幾つかの労働組合での闘争を通して共通の成果を獲得してきている謄と，入社

後日の浅い腐とでは，組合組織に対する m帰属意識協会とっても当然大きな相違があり，それ

は職場の人間関係にも反映するであろう O また企業における賃労働者j曹の協働のあり方といっ

た場合，各パートに分かれた渡接的協業に鏡定されたものとしてのみそれを受けとるべきでは

なく，企業の総体としての協業体制の中で，賃労働者層が賃労働者層として如何にれ連帯、、す

るか，しているか，の問題もミ協働ミ概念の中に含める必要がある〈そしてそれは，特定企業

の衿をこえた賃労働者閣の組合組織を軸とした賃労働者としての連帯として把握すべき射程を

もっ概念として，大きくは指定される )017)そしてこの場合に，企業の企業方針ともかかわる

従業員の搭層分け，そこでの労働条件の相違，とりわけ賃金水準の問題が具体的には大きな意

味をもつであろう。

さらにまた，この労働者諾階層にかかわってふれねばならないこととして，

⑧これまでの生活史(とりわけ戦歴〉が，現在の職場生活の評価に及ぼす影響の所在，初jえ

ばこれまできわめて劣悪な労働条件の職場にその職を得ていた労働者層にとっては，当該企業

における労働条件が劣悪であっても，それを是とする度合が強い等々。
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⑥さらに，企業が機械化 I合理化Jに伴なって，如何なる腐を中核的労働力として，如何

なる麗を補助的労働力として政策を進めるか，の問題もここに存ずるO

@さJらにまた，労働組合組織が如何なる層に依拠して，如何なる政策で運動を展開するかの

開題がある。もしそこで、の政策が特定企業における全労働者の諸要求，そこでの矛績の集中点

を把握し，その上での組織化に成功しないならば，それは労働組合組織にとっても大きな問題

を残さざるを得なし、。中小企業における企業の存立，労働者にとっての生業の湯の確保が切実

化ずる一方，労働者層の「経営参加」の問題が提起され(稲上氏等)，中小企業における i労

資協調J路線がまた新たな問題を投げかけている現在，労働組合が如何なるい路線、、をとるか

ということは，きわめて大きな問題を提起しているが，かかる際にも，その組織の末端を構成

する生活闘争の共有の問題がその基誌に存していると言わわ、ばならない。

かかる意味におし、て，本稿では，この入社rIIiの職歴，とりわけ入社後の生活の共有と，入社

時の相違による各層の階層的相違に留意しながら，本稿のテーマ「中小企業における労働者諮

階層の生活史と職場集団の構造」の問題にアプローチするom

なお，調査対象は，札幌市におL、て，和洋生菓子製造販売及びパーラー経営を行なっている株式会社A製

パンの労働者96名(男47名，女49名〕及びA製パン労働組合機関で、ある。金業は他企業との下誌等の関係に

はない。調査時期は， 1977年11月。調査は北大生活社会学研究会所属教官，北大教育学部教育社会学研究室

の院生，研究生，学生の計22名で実施し，和生(和製主主菓子〉部門労働者29名全員に対する面接調査，残り

67名への配布調査を行なった。配布認宝をの凶収は48名 (72%)である。部接調査の対象として平日生部門を選

んだのは， A製パンにおいて基幹製造部門であること，多様な労働者層から構成されており，特に入社将殿

の古い，組合活動経験の長い者が多いことなどからである。なお，労働組合に対しては，執行委員長，副執

行委員長，書記長への開き取り，及び資料の借用を行なった。

序家註

1 )ここでは， r中小企業基本法J(1963年制定， '73年一部改正)により，製造業， 資本金一億円以下または
従業員数300人以下，卸売業，資本金3，000万円以下または従業員数100人以下，小売業・サービス業，資本
金1，000万円以下または従業員数50人以下を中小企業とする。
2) rモノグラフィー法」は， 少なくとも資本主義段階にはいって以降， 労働者の労働と生活の爽1目を解明す
る調査方法として，綴山滋之助，米間疋大郎，山口 正，野g栄太郎号事によってもわが図の労働者研究に援

用されてきているが〈布施鉄治，山林 筒「わが留における労働・産業社会学の形成返緩に関する一考察j

(日本社会学会『役会学評論.]110号. 1977 '"手所収〉参照).資本主義的矛f設が一層深化しつつある現段階に
おいて， I変革期Jに見合う新たな段階での理論の待機築へI勾:ナ， 生活主体者の現状を土台に， 階級的力関
係の中で運動している既存の集団，組織，機構の質的変革と新たなるそれらの:iilJlEl過程の抽出を行なうこ

とは.I絞済的社会構成体の前進的移行Jの問題解明にとっても愛耳きな足がかりを与えると一言えよう (布施
鉄治他『務長量経営の「大規模化Jと幾民擦の生産・労働一生活過程』第2編(北海道大考会教育学部産業教育
計額研究施設， 1978年)pp. 406~9 参照)。
3)松島静雄『中小企業と労務管潔.](東京大学出版会， 1979年〕。
4) この点のとりわけ '55 年tJ~年の労働・産業社会学の展開過程に隠する史的分析については，別者需を準備し

ている O なお，戦前の労働・産業託会学的活研究については，布施鉄治・小林 檎「わが闘における労働・

産業社会学の形成過稜に関する一考察J(日本主士会学会『社会学評論.]110号， 1977年)，戦後'55年までの松
島静土佐氏の労働 ι社会学を中心とする諸調3託研究については，小林 I言。藤井史朗 IÆ~後日本労働社会学の展

鉛と展望(そのI)J(北海道大宇教育学部紀要請~33 号. 1979ヰ:3月〉を参照。
5)間 宏氏は「産業役会学の弱:考と展懇J(日本社:会学『役会学評論.]100号， 1977平)のやで，労務管理，
経営についての社会学を「経営社会学」と呼ぶことを焚隠している。

6)元島邦火「企業内人生における抑圧と対抗J(11'現代と思想.]27号. 1970年，青木宅建!苫，所収〕。
7)稲と 毅「経営参加と労働者意識J(11'日本労働協会雑誌.]1975年9月号，所奴〉。
8) 同 「労使関係と磯場J(11'訂本労働協会雑誌.]1975年11.12月号，所収入
9)河西宏袷『少数派労働総合遂動論.]0978年，海F提言書房〉。
10)隠宏，前掲論文， p. 1150 
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11)この点、については，戦後初期の松王寺静雄氏についても指嫡できる(前掲「戦後a本労働社会学の疑問と展
議(その 1)J参照〉。

12)中野 I芋「労働総合における人間関係J(経海邦雄総『鋳物のUlJJl有斐濁. 1956年，月号収入
13)荻原一主主「中小企業労働者の滋議J(福武波踊，3W社会芳、識の理論』三一議)J). 1960年，所)['00
14)松島静雄・間 宏 rF鉱業 .y炭鉱調査J(東京大学教養学部『社会科学紀草~Jl 6. 1956年所収〉。
15)北111隆吉縦『富士フイノレム労働組合員の主主滋と実態Jl(合化労連2富士ブイノレム労働組合. 1962年〉。なお執
後者l土. ~tJII 隆吉，畑島紛失，土肥椅弘，宇津栄始，金子総子，石111 晃弘，佐藤守弘，金子 E警の諸氏。
16) r向上Jp. 2700 
17)前掲，布施鉄治他『際差是絞営の「大規模化j と;後民感の生成・労働一生活過程Jlg喜2編. pp. 406~9 参

p.~o 

18)なお.*稿における:分析方法は， 布施鉄治『全士会機構と務総人の社会的労働一生活過程Jl(北海道大学教
育学部紀要，E官26号， 1976年3月，所以〉に展掬されている. r町議場』での社会的労働過程J.r社会的労働一
生活過程と社会的諮組織J.r労働一生活史J分析の方法に基礎づけられている。すなわち，損害ーに賃労働者
燃の「験場j での社会的労働)J¥¥¥穏を，企業組織としての「職場」の「地位と役割Jの構造に位置づけ.r合
理化」によるその変容の中で従える一方，それを， r主体としての主主労働者l習の本源的な意味での労働力能が
発現する社会的労働通総j として，彼らの「役割お銭」ゃ， 1労働諮条件に対する改議要求J. 1資金水準向上
への濡要求」等々，そして彼ら「段らの労働に対する殺り」と「その役会的な意味づけの過程jを有するも

のとして従えること。そして第二に. 1ぅfj'f!動総合総織白{本が， 賃労働者隠の現実の労働一生産過程からうま
れる議矛盾を正当にくみあげる形をとっているか努力主の問題，つまりリーダーシップの問題，さらに当然の

ことながら，そのリーダーシッブを規定するインフォーマノレな集団の構造の問題，その集団を構成する個々

の自党員の現突の労働一生産過程を支える鍛綴志向の問題」を明らかにすること。そして. 1現実の賃労働者
腐のその労働一生活過程を土台としての，労働組合組織の現に果している機能に対する後ら自身の評織の問

題jを捉えること。 第三三に，こうした形で， 職場と労働組合を買いて営まれる労働者溺の「労働一生活過

程jを，彼ら自身の「労働一生活史J(すなわち， 日本資本主義社会の構造的発展の節々における彼の主体
的対応」と，そのやで縫った後の「生活の年輪J)の重みから態解し上記， 第一，第二の問題と談合する

ことである。これらの分析は. }重労働者!習が資本主義的「経済機fat-構造Jに規定きれながらも，その「労
働一生活過程jを土台に，資本主義的活矛盾をI上錫する性格をもっ「技会機構ー構造」の創出，再編をなす

過程の企業ー磯場一単位組合レベノレにおける実相官開示せしめる (1向上Jpp. 55~68. 参照〕。そして本稿
は，とりわけ「験場集団」をそこに佼近づけ，賃労働者間の入枚以後の「共有体験」の問題を翰に，職場を

単位とした彼らの企業内での「協働J. そして賃労働者般としての「漣幣」の問底を， 単位組合組織との関
連で深ろうとする試みであり，対象企業に対するこれら分析衿の応用の試みである。

第 1章 企業における「合理化」の進藤と労働組合運動

第 1節 A製パンにおける企業史と機械化・「合理化jの進展

A製パンは， 1927年(昭和2年)，札幌市平洋リンゴ留経営主N.S氏による札幌駅前への

喫茶庖Aの創設を基点にもっている ('29年に資本金 50万円の有限会社)0'38年，札幌で初め

てロシアケーキ，チョコレートを作り，続いてノミン製造も始めた。 '40年には札幌， 小樽へ支

腐を出すo 9ンゴをケーキの中におりこむことによっての独得の風味はひとつの時代をひらい

た。こうした意味で， A製パンは地場のれしにぜu であるO 戦後 '48年に rA商事有限会社j

と改称 '49年にパン製造及び喫茶部を復活 '51年には駅前で札腕ではじめての洋j支弁さ当を発

した。 '54年に r-KK.A製パン」を設立したが，これは以降10年間休業会社であった。 しか

し， '57年に山奥工場及び駅前院に和生部を新設， '61年にはパーラーを増設した。

ここまでのA製パンの歩みは，地方都市の"しにせ、、としてのユニークな製菓食品経営のそ

れであると雷えるが，ここまでを第一期， 漸進的成長期C'27~'6I)と区分する(表 1-1 参

照〉。

ところで'62年， N. Y氏が代表取締役社長に就任， IKK.A製パン」に事業を統合する。

資本金は 150万円，翌年'63には 600万円となるO 従業員規模は，およそ 100名であるO これ以
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降， A製パンは「高度経済成長期Jに見合った事業の積極的拡大期にはし、る o '64年には， 洋

生とパン部の新設に伴ない，平津工場を新設，資本金を1，050万円に増員した。 '65年には，こ

れまで手作業にたよっていた部門に機械を導入した。 ドラ ~t機，パン焼機である o '66年には

年間3億8，000万円の売上げ， '69年には利益金2，500万円となった。この間事業の拡張が続き，

表 1 A製パン経営動向の概観

年次 資本金 ヲ官上高 利益金 :II 主:ー 塁走 概 史 機械導入

'27 N. S 氏による『喫茶Jï5A~ 創業

第 '29 50万 有限会社設立。

一 ロシアケーキ，チョコレ ト製造綴売，パ期 '38 
ン製造の開始。

漸 '40 札幌，小樽に支応調書室。

新 '48 WA商事有限会社』と改称。

的 '49 戦後混乱から，パ γ，喫茶郊の復活。

1或 1'51 札幌ではじめて，洋食弁当の販売。

ま芝 '54 F株式会社A製パン』設立→休業会社に。

期 '57 山奥工場，和生i認を新設。

'61 ノ、. ラ{増設。

'62 )万
『株式会社Aパγ』に吸収。 N.Y氏，代
表取締役社長に就任。

第 '63 600万

期 '64 1， 050万 平洋工場， 1"手生，パン部合新設 (T銀より
1，000万， H銀より2，000万融資〕。

機 '65 11 
ドヲ燦機，パン
機焼

械 '66 I! 3億8，000万 1，500万
君事

入
'67 // 4億5，000万 200万 おやつ・寿司・弁当コーナ一新設。

'68 I! 5慾8，000万 2，200万 白石チェーンj宙開設 (S銀より 5，000万融 和菓子類焼物機
資〉発
チヨコレート製造復活 (H銀より 1，000万

E是 '69 11 6億7，000万 2，500万
融資〕

期 '70 11 乎岸工場i曽改築

'71 必Y

第 '72 I! 
地下鉄涜設のため， ピノレ化建築の準織には
いる。

期 '73 1/ 8D意 300万

ピ '74 I! 8億6，000万 1， 200万 ピノレ関!否。 (11月113) デコレーシ g γ 

ノレ ケーキカット機

イと '75 ノア 6億9，700万 " 3，580万. 
ーl仁「h 3 '76 7億6，500万

間子機，機包綴機理 '77 餅っき ，デボイむ

し主ー君
ジッ Fー

'78 2，100万 パーラー防車員。

注〉ムはマイナス，なお，資料出所は， A製パン労働組合発行の「中小企業における労働総合運動の新
しい綴点J('76年〉及び開き取り調査よりの作製J



78 教育学部紀委第34号

'67年ーには，おやつ，寿司，弁当コーナーを新設。 '68年には，白石チェーン腐を開設，和菓子類

焼物機の導入， '69年にはチョコレート製造を復括， '70年には平岸工場の増改築を行なった。

こうして'71年には従業員数は294名(男129名，女165名〉となった。(表 1-2，参照〉。 しか

し，こうした事業の発展は，自己資金のそれではなく，負醍の累霊的増加過程でもあった。す

なわち， '64年， T銀行ーより1，000万円， H銀行より 2，000万円の融資を受けてのそれであった

点を銘記しなければならなし、。ここまでを，第二期，機械導入・発展期と涯分する。

さて， '72年 A企業は地下鉄開設に相応して， 駅前

とL、う有利な条件を生かすべく，ピノレ建築の準備にはい

る(従来は木造2階建て〉。それはあきらかにれ貸ピノレu

経営を考えてのそれであり '74年 11月1日にビノレは関

西し，山葬工場を廃止，平停に総合するが，これ以降，

A製パンの人減らし「合理化J過程は，一方での機械導

入を伴ないながら急速に進むことになる。すなわち，機

域化としては '74年にデコレーションカット機が導入

され，また '77年7月には， 関子機，包館機，餅っき機

及びデポジッター 〔洋菓子原料型つけ機〕 が導入され

るO 問時に大巾な「合理化J，人減らしが始まる。 '73年

には従業員211名， '74年には143名(男59名，女84名)， 

そして'77年には96名〈男47名，女49名)， '78年には，

従業員 68名となった〈表 1-2，参照)0'74年から'77年

にカ、けて，とりわけ女子の大巾減が明らかであるO 売上

高は， '72年 8t窓t6，000万円，しかし利益金はし200万円

であり， '75年には売上高6億 9，700万円， 3，580万円の

赤字であった。そして， '76年には7億 6，500万円の売上

表1-2 労働者数の推移

年次 陳情数 男 女

t官 '62 100 

期
'68 250 115 135 

機・
'69 262 116 146 

毒事展 274 119 155 

入期 '71 129 165 

5高 '71 287 138 149 

期 '73 211 91 120 

ピ合 '74 143 59 84 

ノレ理

イヒイヒ 96 47 49 

-期
'78 68 

資料出所 A製パン労働組合機潟誌

『雑草J・及び開き取り調査より

作製。

高をあげているO ところで，従業員68名となった'78年にA製パンは，資本金を2，100万円とす

る。同時に，これまでA製パンの顔であったノ4ーラーを閉鎖した。こうした意味で，企業とし

てのA製パンの歩みは，あらたな転機に立っているということができるO この現在に至る時期

を，第三期，ピル化・「合理化j期とする。

しかし，こうしたきわめて積極的な f合理化J，人減らし政策の展開は， 間時に労働組合員

にとっては，労働組合組織の切りくずし対策として進展した点に留意する必要がある。そこに

は明らかに労資の力額係の問題が存している。

第 2節 A製パン労働組合組織の発生，浸照，及び対応の諸階梯

第1節で、見た京nく，企業としてのA製パンの幾開過程が，とりわけ'72年以降人減らし「合理
イ七」政策のより一層の展開となって現われている以上，職場労働者としてのそれへの対応，そ

してすでに労働組合組織が形成され，札幌市の中でも所謂帆先進的組合、、と称されていたA製

パン労働組合の対応が，当然問題となるO 私達が調査を実施したのは'77年であった。しかし，

l年を経ずして組合はその委員長の退社，またそれに向調した中高年婦人組合員等の退社によ

り，実質的に解体したという状況に追い込まれている。ここにはおそらくさまざまな要閤がか



表 1 3 組合活動の概略

企業のi級会のi
各期|各期!

組合の基本的事項 組合の方針・活動止組織整備企業の動き 機場活動

工 。本社男子の14時間労働。 '66.10月平洋工場浅治会結成 ←H決然労の言書記長であった I氏の 自然発主主的な解雇反対翻争。
自/'A6、6、 。残業手当の割引きや賃金格差。 '67.6月山奥工場自治会結成 指導

第 。上湾による一方的な解雇勧告。 10月本社自治会結成 自治会背筋&'11発足
治'67

年末一時金で19.5害』
期
会)

wl (jm年10警のの妥結。
機 '680 I 氏の引き抜 ~o '683月労働総合結成大会 2月「労働縫合結成準備会J 職人月雪に対する説得活動。
械
議 JI c r準備会」の中にスパイを送り込み 賃金配分をめぐり内部闘争 ← 職場活動~票読み活動の徹底。 職場婆求のすいあげはかる。
入 三役を内定し磯場活動。 10月定期大会一〉委員長， 会社派執行郊の苦手任。
労 。総合側のまきかえしに対する威圧。 副委員長を組合仮IIがとる。 。言者専門郊の確な

発
働f~~E差 。「税退者が50人をこえたら，第二組

69内勤… '69 食品労漆へ加滋
主耳 組 J 合を認めるJと声明。 l 心とした賃金体系。 '70 春協 1万円要求
合'71 '69心理主能別賞金の導入をはかる。 ユニオンショップ。

'71 年次休i駁，祝祭13，週42時間
絡 。人減らし，工場の大型機械化をはか '71 つわり休綬 労働，賂時の本採用化などの
成 る。 要求。
耳耳 '700機械導入による人減らしをはかる。
'710企業開競争のもとで売応拡張の動き

'720 ピノレ化，49名の人減らし， 26名の配 '72 歩行者天間運動 o織場の臼常的点検活動
I在 磯案。 。専門部体制lの強化，共向デス 。月 1@]の職場の安全衛生点

事き ヒ一宇 '730 120名の人減らし， ilH革工場の平洋 クによる，ニュース体制iの強化 検日
工場への合併，包あん機導入案。→ '730人減らしに対するストライキ o共同デスクに70)1自の原稿

3弱 イノレ七〆12 希E霊退職者に5割j脅し退磯金。 '740学習会，耳祭場集会，家族懇談 。奇襲;場の組合員の気分，不満
関 l 。賃金体系等，労働協約改訂せまる。 会をもつなかで，教室活動を 怒りを主主礎とすることが訴

ピ
争'75 '740幸手間回答における，物価手当，学卒 強化 えられる

ノレ . 、J ミ若手当等の導入，職制手当の増額。 c地域活動，政治活動と総合さ

イ七
事手 。労働協約の破棄。 せた長期的闘い
告E '750 r綴場の分散化のもとで学習 。各職場で鋭意.約，自主的活

メーZ3bっh 
期

と交流を深める必要があるJ 動

理 '76 大手スーパ の進出による，チニー '760 r組合幹部心得Jけ →。一ヶ月の織場討議
N 

ンj苔の閉鎖 。「中小企業にお る労働組合 。「一時金j問題以降，予号イじ r、
"76 の新しい観点jし一 転! 。労働組合三役への懐柔策 年j欝への執行部の説得活

鶏 。地域共協の強化(大手スーパ
動換 ーの進出に反対〉

。青年部，婦人部の分離

§
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らんでいることは指摘するまでもないが，組合史をたどるならば，そもそもA企業における労

観組合形成の動きは，前節でみたA企業発展第二期の'66年以降のことであり，それはいわば，

前近代的労働諸条件の「近代化J運動としておこっているO しかし，労働組合の結成期におい

ても会社側の労働組合切りくずし工作が織烈に展開せられており，そうした会社側の攻撃の中

で，総合組織そのものが形成され '75年には職制の組合推薦制を組合側は獲得している。組

合結成の準備がなされてから15年の現時，機械化の進展とともに，職場集自の構造も明らかに

変質してきているO 特に「ピノレ化J以蜂一一目大銀行資本及び建設資本がバッグについて以

降，労資関係のあり方は，確かにその"読みu において変質したと見なければならなL、。しか

しこの剖，組合は，従業員の経済的諸要求の獲得，生活防衛また職場の「近代化」への努力を

つみ重ねてきた。それは正に苦悩に満ちた歩みで、あった。

以下，組合活動史をここでは次の 4 裁に分けて把援する。すなわち，第 i 期，自治会期 ('66~'67)，第E

期，労働組合結成期 ('68~'71). 第理期， ピル化闘争・ '74春闘期 ('72~'75). 第 W期，転換賂 ('76~ ) 

である(表1-3)。

第 1 項第 I 期，自治会期(，66~'67)

A企業における労働組合の結成は，上司の一方的な賃金額決定，解麗通告に端的に見られる

きわめて劣悪な労働諸条件を一歩でも克服せんとする自治会結成をその起点にもっているO

自治会結成以前の職場では，手職的な技術を中心とした職人一徒弟的な職場秩序が，全体的

な経営方針とも合致しており，職人は特別の待遇を受ける他，課長等の職制にも殺人上りが多

く採用されていた。その後のA制パンの労働条件と比べても，当時の労働条件は，全体として

の低賃金 ('68年当時で26才男子本俸が. 10.500円 (国一現課長補ーの例〉であり，国は他に

アルバイトをしていた)，有給休暇のないこと，残業時間の;阪端な長さ ('66~'67年当時で，本

社関係の労働者(特に男子〉は，朝7時から夜10時までの通し番で働いていた)， など概して

きわめて劣悪であった。職場での職人の権威が，その手職における熟練に裏づけられているこ

とはいうまでもないが，単純にこうした技術を後輩に教えないというのが一般的であった。人

扱いも粗暴であり，徒弟はすぐになぐられたという(盟一現執行委員長 談〉。従って，技術

を覚えようとする労働者は. r職人が酔っぱらった時に， こっそり手帳を盗み見るJ(題〉な

ど，技術を盗む苦労をし， 20才佼までで独立し，その後東京等へ出るといった例も多かった。

しかし労働者のしめつけで「露骨」なのは，職人よりもむしろ会社の重役であり，口答えをす

るとすぐに[鴬」をちらつかせたり，きちんとしていてもいやがらせが絶えなかった〔図談〉。

だが特に問題だったのは，残業手当がほんどない上に，それが上司の恐意によって自由にさ

れるという点にあった。例えば，中卒の女子は，ほとんど「奉仕の精神Jで残業させられてお

り，職制に「コ、?をする」労{勤者には残業賃がつくが，そうでない普通の労働者にはつかない

というように，労働力の対価である労賃が，上司との私的な関係に大きく影響されるという半

封建的な管恐が存していたことである。

例えば，闘は， 工場長の私的な仕事を手伝う (1ゴマすり」の人は， 水まきとか玄関掃徐をしていた〉の

を拒i'lfしたところ「あんたの思想は危険だJと言われたとL、う O

このように. 1意見を出すと F気にくわないJとか『俺のいうことを開かない』と意見を頭

から抑えつけたり，職場の中でいやがらせの差別扱いを受け，昇給時はこれら管理織の手によ

ってまったく低く押えられてしまうわけだから，職場は措く，失望感で多くのまじめな労働者

はやむなく退職するケースが全社的にあJ CA製パン労働組合機関誌『雑草~ 16号， '73年7
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月， 1 A製パン労働組合S年間のあゆみJ)り，平均勤続年も， 0.78年という

った。

81 

の悪さであ

だがそうした職人的な，また半封建的な家族主義管理のもとで，多くのひずみを受けていた

のが，若手層や婦人膚であったこと，そして'65年頃の若手層は， 戦後第1期の「民主主義教

育Jを受けた者連であること， そしてまた'62年以降， A製パンの第二期，機械導入・発展期

に入り，徐々にではあるが，機械導入・設備拡大がなされ，大量生産へと進みはじめ， I日来の

職人的権威の地機が揺らぎ始めてきていること，こうした中で，会社に対する不満が，

婦人躍に集中的に立ちあらわれ，自然発生的な解雇反対関争が頻出し，それが自治会結成につ

ながったということができる。

聞は，自治会結成以前に3凶，解濯宣告を受け，その都度仲間に幼げられており，その解濯反対闘争はA

製パンの「年中行事jと言われていた。

'66 if.12月， Iパン部でF氏が作業上の民主化を主張したため， 会社側より解雇通告を受け
たJことに対する解麗反対関争をキッカケに，もと H炭労組の書記長をしていた平洋事務担当

の労働者 I氏の指導により，平岸自治会が結成された。

これより先， '61年に，回が，労組結成をめざし， I労働組合の手引きJ害事を独学し，立ち上ったことがあ

ったが， 4~ 5名しか集まらず，失敗。以後，仲間づくりにはげんで、いた。 1氏の闇への影響は，山手手自治

会の結成過程を見ても分るが(冨比 最後の解緩はI氏が守ってくれたと語り， 1父親のように尊敬してい

たJとぎう)， 1氏は，この自治会結成を，労働組合結成の前段階として位震づけていた。

この王子岸自治会は，年末賞与要請や職場改善要請などを行ない，少しずつ成巣を上げていっ

t::.o 
この平岸自治会員の働きかけで，'67年6月5日に山鼻工場に自治会が結成されるのだが，

山鼻工場には， '66年以降， 1ハッスル会Jという自主的組織が存していた。臨がその会長であ

り，規約をつくり，職場の民主化，基本的人権要求をかかげ，仕事や職場の改善を求める

方，レグリ L ーション活動にとり組んでいた。しかし，これによっては職場の半封建的状態を

規制しきれず，a1の解雇反対謂争とつながる形で，平洋白治会の働きかけに「全員が賛同」し

て， I平洋自治会山鼻支部」として，自治会が結成される O

会社側に結成「挨拶」をしたその日，開時にI氏の指導で平くも，表1 4に示すような

Jを 1氏及び園の署名で，会社に提出している。

要請事項は，耗来5裂の夏期一時金に対する10割要求，特殊有給休暇の新規設定，等の他，

上司の恋意的な「首-I;JJJ，賃金差別〔残業賃の配分に， 300円 ~2 ， 000 円以上のパラつきがあっ

た〕等に対する規制項目が重要な位i買を占めている点は， この期の職場の問題を適確に表現し

ているといえよう O 特に， 14月昇給及び要修正賃金の再審査」要請は，労働者への差別賃金

問題を，当年4月の昇給額において問題にした，極めて実践的な要議であった。

これに対する会社回答は，表 1 4示す通り，一時金，賃金修正と有給休眠以外は却時了解

であり，また夏期 A時金は7舗とはいえ，労{働者にとっては一定の前進を示すものであった。

しかし，なお山奥工場の労働者の開では，これに対する反対意見が多数を占めたと記されてい

る (1自治会通信JYol. 1. '67， 7， 27)。そして，特殊有給休暇事項に対しては，会社側は，

その後も実施を伸ばl，自治会は9月に再定要請している。

I氏をリーダーとする自治会は，さらに，スポーツクラブ，生活互助会などを組織して，対

外試合や，割引価格の指定活を作るなど，労働者の要求及び生活を防衛する機能を果たすとと

もに，青年婦人部を組織する。そしてこれらの活動の経過を「自治会通信J Cyol. 1. '67年7
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表 1…4 '67:if 6 ylの自治会の要議事項と会社回答

自治会の要請若手~ 会社問答

6月の賞与額 10鋭 7害日

4月昇給及び華客修正資金の再審査 i 了解するが， 10月に行いたい

特殊有給休駁

1. 年末年始

2. メーデー

3. 北海道神宮祭

了解する

2日 | 但し会社の幹部会にかけて決定し

1 13 I たいが，筋肉きで善処する

1日

4. 8月のお盆 1 13 

役員の隊主主，採用，配置転換に霊長 了解
して事前協議

昇降給， 賞与額の毒事官官協議 i 了解

就業側の周知徹底 |了解

資料出所 A差益パン「自治会通信Jvol. 1967. 7. 27発行

月27臼発行〕として報告するo 1自治会通信」は労働者の発言の場でもあった。 9月には，石

炭手当，口ッカー取付ーなどの要請を行ない，ほぼ要求通り会社側に認めさせた。

かようにこれら自治会の活動は，労働者にとって一定の成果右上げたが，本社においては，

依然として二工場以上の長時間労働と差別賃金のもとに労働者は置かれていた。二工場の成果

に刺激され，同年10月に，それまで比較的会社の宣伝が行きとどいていたといわれる本社にお

いても自治会が結成される。

A製パン労働者をすべて組織した自治会は， '67年 11月 228，従来日割を常としていた[期

末手当」に対し， 25割を要求し， 19.5割の回答を引き出した。

この経過は‘第一次17割，第二次18.5割が出され，交渉委員が一応、妥結の線を出したところ，平洋工場自

治会の， とりわけ低所得者)習の頑強な反対に合い，つづいて，山鉾工場自治会の反対決議のため(本社自治

会は， 18.5割で諒承)，再度交渉し， 20割の回答を引き出したが，会員一致で0.5割を返上する，といった内

容であった。これまで，如何に低所得者腐の不満がおさえつけられていたか，を示す例と考えられる。

この自治会の年末闘争では，労働者の多数(前出 15年開のあみゆ」は，全員が総決起した

と記している〉が立ち上り，会社側の強圧的な態度と正面からぶつかる，団体交渉の形式を経

験することになった。

I氏は他方で，地域の菓子関係の労働組合9単組で組織していた同し鵠菓子労働組合共闘会

議」の投員との交渉を持ち， A製パン労働者の若手リー夕、ー遠の指導を依頼するなど，この期

の I.Ei:;の指導は潤倒であった。

第 2 項第E期，労働組合結成期C'68~'71) 

I氏を中心とする， 労働組合の結成準備は， '67年秋より始められていたが， こうした動き

に対し，また年末一時金闘争における難行に対し，会社側iは，労働者の分断をはかる形で，聞

の山鼻工場から本社ヘの配転を '68年 1月に行ない，さらに2月には 1氏に対し総務次長昇

格の話を出してきた。

この I氏の昇絡陪題については， 自治会役員の討議の中でも rn氏の昇絡は， 労働組合を{乍らせないた
めの会社側の先制攻撃だとして反対Jするものと， 11 1氏の栄紙芝ど自治会役員にとめる権利はない，賛成だ』
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とするものと，意見が英二つに分かれたJ(前出『雑家JJ16号， r 5年間のあゆみJ)が，最終的にはI氏に
一任し 1氏に，労務担当の意志、があること，会社と労働者が自分の出した政策をみとめるならばっくが，

労働者に反対があれば引き受けないこと，労働組合を作るために協力すること，号事から I氏を送り出すこと

に全員一致した。

I氏が抜けて以降，自治会設員会議から労{動組合結成準備会を設置し，国，髄，国(現副執

行委員長〕らを含む7名が，準備委員となった。 7名の準備委員は， ¥， 、ずれも若く，労働運動

の経験もなかったので， r札幌菓子労共Jの指導を受けつつ，綱領，規約，運動方針の作製セ
進めた。

当時のリーダーシップが，第O期，第 1期以来の職場労働者に顕現している諾矛麗〈すなわ

ち，賃金の一般的低さ，残業時間の長さに加え，賃金決定や解履通告の上可による一方的

施〉に根ざす不満に立脚していること，とりわけ喫茶のウェートレスなど，若い婦人労働者‘の

支持が強かったことが指摘されているが，会社側の労働者管理は，この喫茶の閉鎖と菓子実演

販売への転換，そしてこの組合結成準備会の動きに対する対抗を，個々の労i働者に対する働き

かけから作り出そうとする内容を，この時期には有した。

会社側は，こうした組合結成の動きに対し，会社派の人物を役員に押すことで組合を労資協調組織にする

ことを考えていた。その方法は，組合の三役に，社長の血縁者を入れること，そして験場で比較的人気のあ

る人物で，準鱗会に総織されていない人物を執行委員長や委員にもちあげることであった。会社側は，麻雀

大会等を組織してこうした工作を行なった。そして準備会の作業や，役員構成等は， 1スパイjされていた。

労働組合結成への労働者の一般的関心は，これまでの自治会活動の成果や， wi出 15年間の
あゆみjが指摘しているように， r喫茶の閉鎖問題Jや rI氏の昇格」のような内部問題に加
えて s菓子製造業労組の '68春髄へ向けての動きなどによっても一定の高まりがあったと思
われる。 '68年3月12日の労働組合結成大会への参加者は， 250名の労働者中 128名と過半数で

あった。

しかし，結成大会では，準備会草案に対する会社派の修正案提出，前もつて準儲されていた

役員の推薦等によつて揺

j持押可叩!しt切万らわれLたが，書記次長のポストだけは，会社側が軽視していて候補を出していなかったの

で，準備会のN氏がさ当選した。

ある女性は，大会当時の模様を次のように述べている。 I結成前に，私が入社した頃から班長をしていた

先輩のUさんに F組合を作るっていうんだけど入るかしゴとぎわれ，署名したのを覚えている。生徒会とは

ちょっと違って，興味と緊張感がいりまじる中で説明を開いていた。いざ本番の役員選出，準備会の人途の

奮隣など知るよしもなく，わが職場の仲間が出ると，心の中で F頑張って!JJなんて叫んでいた私〈会社側

から準備された人達とも知らないで〕。まるで人気設業っていうほうがぴったりの結成大会でしたJ(Ir雑草J

16号， p. 34)。

しかし，会社側が，こうした組織活動に立っていたことは，準備会主wの職場活動によって巻

き返すことが可能であることを示していた。準備会は，さらに菓子労協の指導のもとで，連日

票読み活動と作戦会議をくり返し，執行委員選挙では， 14名中11名(立候補者全員〉の当選を

かちとる。

以上のような経過で形成された労働組合のワーダーシップが，会社派の三役にあるのではな

く， I日準備会メンパーにあるということは明らかであった。執行委員会での過半数を土台に，

団交参加を拒否した社長の血縁のN書記長の辞任をかちとるとともに，初めての国交で I組

合承認J， r組合三役の時間内活動J， r事務所設定」等の要求書をど認めさせ，組合活動の基礎
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を築いた。

最初の春開 ('63年〉では， 1①生活給を中心とした年令給による賃金体系，②今までのデコ

ボコ体系の調整，③職務給及び職能給の導入の不認J(前出 15年間のあゆみJ)という賃金体

系，そして6，700円の要求総額で闘い， 3，400円の回答及びほぼ組合の要求通りの賞金体系をか

ちとった。

また青年婦人部，教育宣伝部，総織部，文化スポーツ部，事務局など諸専門部を設置し，組

合組織を整備した。

しかし，余剰金の配分において会社側の意見を通したところ，それが執行部の一部についた

ことから，職人層を中心に執行部不信の扇動がなされ，一時は売!苫，ホーノレ，二階調理，課E果

実演を中心に37名の脱退者が出た。会社側も「脱退者が50名まで出たら，第ニ組合を認める」

と，彼らを支援する姿勢を示した。

組合側は，これに対し職場活動を連日行なって誤解を解く

Tこ。

，脱退者へ護婦を呼びかけ

この内部問題の背後には，会社側の組合切りくずしの意図をうかがうことができるが，結成

時からの職人層の性格にもその一間があったと思われる。賃金の相対的低下と，組合を介して

の意志決定による古い職人的特権の動揺など，そして一般的にも職人閣は保守的であったとい

われているO

織人!習に対する働きかけは，殴難をきわめた。 当時の職人〈とりわけ認理人〉は， rヤクザっぽくJ，固
などは，デパ包丁でおどされたこともある。しかし，同じ戦人で，新しい気金体系のもとで組合に結集して

いる人の例をあげ，最後には「ざすならさせ!俺は抵抗しなしづと開きなおって座り込んだら， 産業人も結

構，その意気に感じるということもあった〈回談〉。また会社派の職人で，働きすぎて病気になり，入践を

し盟らが見舞に行ったら， rお前は，こんな俺の所に来てくれたのか」と感動し，退院後は，組合に給祭
し， またその「子分Jも結集してきたという若手笑もある。

だがこの間も，夏期一時金，石炭手当などの要求闘争を進め， 10月の第一回定期大会時に

は， 37名中25名が復帰する。また，これらの活動の経過の中で，会社派の執行委員が辞任，大

会では，執行委員長と副執行委員長の退任というように，総合活動の実費的な Fーダーシップ

をとっていた!日準備会派が制度的にも承認される。

'68年 10月の第一間定期大会での方針の骨子は，①ユニオンショップ制(全従業員組合の制

度化)，②特殊有給休日く年末年始，メーデー，北海道神宮祭，お盆)，③採用における組合の

，解雇における組合の合意，④年末一時金，とからなっている。

②，④は労働者の生活保障にかかわるもので，一時金闘争，春闘賃上げ闘争は，常に方針の

骨格になっているものであるが，②の特殊有給が再度提出されているのは，自治会以降，これ

が伸び伸びにされていたことを示す。①は，この間の職場の分裂の経験から出ているが，会社

側の労働者管理を大きく規制する条件となった。また③は，これまでの職場の中心問題の一つ

を，組合によって大きく規制するものであれ組合結成による職場の質的変化な端的に示すも

のである。

会社側jの回答;は，④の25.0割要求に対して， 23.5劉の回答の他，すべてを認めるものであった。また，ユ

ニオンショップの確立によって，残った12名も，組合に総み入れることになった。

'69年春闘時には，会社側の， 賃金体系を職能別に変えようとする動き宏阻止し， 年令給，

勤続給な中心とした賃金体系を整備することとともに，食品労連へ加盟，各専門部の活動を活

発化するなど， A製パン労働組合の基礎が確立する。
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以上のように，自治会結成C'66~'6わから労働組合結成 ('68) に至るまで，労働者の組織

活動は，第一に，それ以前よりの職場労働者の不満・要求に立脚するものであった。すなわ

ち，職人層の相対的な優遇に対し，若手層，婦人層を中心とした労働者層の低賃金，長時間労

働と，上層部による一方的な差別賞金や「解雇Jの決定と L、う職場の状態に対する労働者の不

満と改善要求がその基底に存していた。従って，第ニに，活動の方針は，会社の妥協可能な範

囲内での労働者層の生活保障， すなわち一時金の増額要請から '68春闘での賃上げ要求及び

有給休暇の継続的要求，そして，生活給を中心とした，年令給，勤続給による賃金体系要求に

よる労働者間の差別解消，及び組合による解雇規制を主軸としていた。第三にこうした活動

は，対経営者の形で， r団体交渉Jによる「労働協約Jの設定としづ方途をとらざるを得ず，
そのことによって，労働者の多くに，企業内外の労資関係の構造を認識させた。そして第四

に，こうした性格を持つ組織活動上の困難の一つの焦点、に，一部の特権的な職人層の不満，そ

して会社の「家族主義J的労務管理と結びついた彼らの職場労働者への一定の影響力とがあっ

たことから，組合のワーダー達の，対職人層を軸とした強力な職場活動が不可避的であった。

第五に，組合のリーダーシップは，初期には労働組合の原則を踏まえた炭労の経験者 I氏によ

って果たされ，次期には I氏の指導を受け，また菓子関係の地区組織のリーダーの指導のもと

で，入社後5年前後の若手騒が果たしていった。この若手層は， (後に詳しくみるように〉各

自，一定の熟練を手ぎするが，職場での特権的な職人というほどではなく，前職，そしてA製パ

ンの綴場においても，労働条件や人間関係に対する不満を多く有していた層である。そして彼

らのリーダーシップは，第ーから第四の組合活動の特徴のもとで，これの制震化において発揮

されたと言い得る。

'70年には，上記の方針の徹底化としての賃金体系の全部公開，一万円要求(実際は， 8，293 

月)， '71年には，遇42時間労働，退織金増額，つわり休暇などの要求闘争で一定の成果をかち

とっており， この間，諸専門部の動きが活発化すると共に，職場活動も頻繁になって， '69年

9回， '70年時間， '71年16田の職場集会が，各職場でもたれているO

だがこの終期は，会社としても工場の増改築，機械化等による生産潟大期にあたり，比較的

11際調な発展期であること，しかし一方で、は，人減らし「合理化J及び職能給導入を意罰してい

た点は言うまでもなL、。

第 3~頁第置期，ビJL-化鴎争・ '74春闘期C'72~'75)

'72年以降，ピル建築にともなって， r会現化Jが，それまでになく進められる O その基底に
は企業の第二期， 機械導入・発展期以来の機械導入による人減らしの追求， そして'71年顕著

になった，独占資本の食品産業得編の動きに伴なう企業間競争の激化とがあった。

'72年のどノレ建築の直接的きっかけは 1札幌市政による駅前再開発計画への対応であるO

企業側は，それまでも融資さと受けていた地方独占金融のT銀の融資を受け 1建設にビ、ル建設

を依頼するが，そこでの多額の負債と営業不振とから， '72年には， 49名の人減らし「合理化J

案， '73年には， 120名の人減らしと，機械化(包館機〉による山鼻工場の平洋工場への合併案

を提出。さらに同年秋よれ '74年にかけて，職能給，職務絵導入を含む労働協約の改悪要求

と， '74年における新手当の導入，組合員の課長昇格等の労働協約の無視等，一連の「合理化J

を強行してくる O

これに対し，第E期に基本的な骨格が形成された組合活動の到達点の上に立って，第麗期の
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組合活動は，第ーに，大巾賃上げ，労働条件整備等のさらなる追求，第ニに，政治活動，地域

活動(未組織労組の組織化等〉へのとりくみ，第三に，組織体制の整備と職場活動の活発化を

一般的な特徴としているが，企業側のど、ル化に伴う「合理化jの強力な追求と，労勘協約の改

定の，執ような追求に対し，団交及びスト等の手段による組合の組織的闘争が強力に展開され

る点が，主要点、である。

表 1-5 地域.i!差別・全国統刊行動

I 
'67 。生活]f幼会指定m，理容，美容号事の割引等

oR製パン等とスポーツ交流
共耳 o組合結成へ向け，札幌菓子共倒の援助受ける

'68 O札幌地区労加盟

'69 o食品労連加盟

。地域諸労組の春闘決起集会への参加

五 o S製薬労級への支援

'70 。単組問交流の発渓

期 。地域運動に，菓子労協中心にとりくむ

。食品労連の春防 1万何方針の支持

'71 。育錦部の士t!l1R若年労働者との交流

o安保，沖縄，原水禁などのI&ID争への参加(のベ 1，490名)

'72 。札幌地区協へ事務局長官出す

。歩行者天国実況に向けての運動

。全国一律援資制要求

E '73 。春闘で，地域.i!差別途幣スト (3波， 7.5時間〉

。米組織労組〈地域〉の総織化へのとりくみ

'74 。春闘で食品労連から闘争資金等の援助をうける
期 。来綴織労総の組織化へのとりくみ

。育綴郊，殴際綴人デー害事に参加

C不当解雇反対闘争(地域労総支援〉

'75 

N '76 。委員長をベトナムに送る

期 (この甥，方針としては上討されるが，地域.iAJJIJの関争は思うように進んでいない〉

まず， A製パン労組の地域諸労組とのかかわりの変化を，表 1-5によって見ると，第E期

には，札樽地区協への事務局長選出，地域未組織労組の組織化へのとりくみなど， A製パン労

組がすでに地域諸労組の中においても，一定の「先進的j役割な果たしてきていることがうか

がわれる O

地域住民要求をとり上げた活動としては， '72， '73年に， 駅前通り歩行者天国運動にとり組んでいる。こ

れには他の商応も賛同し，署名を自治体に提出する運動となった。

また，全国一律最賃制，老令年金の増額，医療制度改善要求などの統一的諜題， IベトナムJ，

「安保J，I小選挙監制J問題等の政治的課題へのとりくみも， '72年以降，活発化ずる。
中小企業経営者に対するいわゆる「ー|街共潟・ー函闘争」原郎〈後述〉も，こうした情勢に対する政治・

経済的関争を君主視する中で，すでに'72Ifの議案設にのべられている。

次に，この期の賃上げ闘争における要求と妥結額の特徴を，表 1 6によって見ると，春闘

持の要求額，一時金要求額とも特に'73年までは漸増であるが， '74年，すなわち '74闘争時に
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表 1-6 賃上げの要求と妥結額

一人平均賃上げ 夏期ー持金 年末ー待金

華客 求 妥 結 華き 求 妥 結 著書 求 妥 結

1 '67 1.0ヶ月 0.7ヶ月 2.5ヶ月 1.95ヶ月

'68 6，700内 3，400内 1.5 0.8 2.5 2.35 

'69 4，500 4，500 1.6 1.2 2.6 2.45 
II '70 8，293 5，462 1.8 1.32 3.0 2.45 

'71 12，976 5，771 1.8 1.35 3.0 2.3 

'72 15，833 5，473 2.0 1.36 3.0 2.31 

'73 20，373 6，502 年間 7.0 1.0 年間 7.0 0.67 
m '74 37，164 18，599 1.37 4.0 2.32 

'75 41， 862 16，721 2.0 +21，0.0 00門 4.0 2.7 
r、

4.0 I 1.05 

は，前年の約3倍 '75年にもほぼそれに近い額が支払われているのが特徴的である。先出の

表1-1を見ても売上高がそれ程伸びていないのであるから，それだけ激しい闘争が行なわれ

たことを物語るわけだが，ビ、ノレ化を随伴しての企業側の「合理化J過程に対し，どのような隣

争過程を経，この'74闘争にいかに労働者を組織していったかを見ていこう O

'72年，企業側が49名の「合理化」案を出してくるもとで，組合は「首切り労働強化に対し，

職場の日常的点検活動を強め，職場討議を基礎にした運営をはかるJcr第5回定期大会議案
'72年〕活動を強めるとし、う方針により，一方では事務局の強化， 調査部の設霞等専門部

体制を強め，各専門部長，副部長による f共同デスクJを作り，ニュース体制を強めた。さら

に， 1ヶ月に一度，職場の安全衛生点検臼を設けた。こうした体制下，職場集会も17間関かれ

たほか，共同デスクにも，各職場から70通の原稿が集まる等，職場の動きも活発化ずるO

ピル建設が始められた'73年には，ビル化による職場移動による動揺と，会社側の120名「合

理化J案，山鼻工場の平岸工場への合併案に対し r出足早く取り組みを開始し，例年になく
学習会，職場討議，教宣活動に努力J('73， r第6回大会議案審J)するとともに，組合員の家
族にアンケート，懇談会で接触して，職場の組合員の「気分，不満，怒り jを基礎とする努力

がなされるO しかし，この期，仮脂舗による仕事滅と，会社側の5割増し退職金とから，

躍が60人程やめていく。

組合は， 120名「合理化J2誌に対し， 230名の労働者を， ピノレに入れる協約を要求するが，会社の反対にあ

い， 99.94%のスト擦で，いすわりストを行ない，認めさせる。

'73年秋開では，企業側は「経営の危機Jを主張して，賃金面における「悪平等Jの廃止を

もち出して，企業倒産をちらつかせながら， 労働協約の改定をせまるが '74春闘時において

もこの姿勢を一貫し，従来の賃金体系を無視した，年令，性別による羨別配分，諸手当の新設

，人事問題についての従来の労資慣行の無視などをはじめ，労働協約の期限切れをまって，総

合員のうち3名の説迭をはかった。

なお， '73年秋，オイノレシ g ッグ号事の影響で， ピノレ完成が一年位おくれ， 組合員の退職が相つぐ一方，会

社の「経営難」から， ピノレ使Jljは地下 2 階のー郊のみ(当時 3~4 階まで使用する計額をもっていた〕で，
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あとは貸さないとやっていけないということが判明，総合側は会社の努力が足らないとし， '74春闘時に「ピ

ノレにはいらなしゴ劉いを行なう。

組合側は，学習会，職場集会，家族懇談会をもつなかで，教宣活動を徹底して行なった。

'74春闘は長びいたが， その開，食品労連ほか民主諸問体の援助を受けながら， 職場を基礎に

統一と団結を強め，職場集会42回， 11波 79時間のストを含めて闘った。賃上げ，脱退者の処

置，労働協約改悪反対が主要な闘争課題であり，途中，天下り課長の排撃運動も含まれた。そ

の結果，賃上げは表1-6にみる通り，一定額をかちとったが，労働協約は表1 7にみるよ

表 1-7 '74春闘前後の賃金体系の相異点

'74事手側要求(構成内容はそれまでと向〉 '74 審問妥結

。基本給は(年令給及び勤続給〉にて構成する i→ C向
。年令給は，男子 1才士殺すごとに1，000円up 年令絵は，男子， 15才~25才までは， 1才増

女子は， 20才まで 1才増すごとにし000河up すごとにし000円 up，26 才~27才までは，

21~25才まで 800 円 up ， 26~35才まで500円up ， I 2，000河up，28才~29才は1，400内up，30~ 
36才~59まで3001司 up 31才は800内up，32~50才はし 000F9up ， 51 

。手当は，家族手当，住宅手当のみ

~59才までは， 500門up

女子は， 15~20才までは，し 000円 up ， 21， 

227は500門up，23~25才は 300河 up ， 26~ 

30才は200内up，31~35才は， upなし， 36~ 

50才は 200円up，51~54才は up なし 55才

は300F'.!up，56~59才はupなし

。家族手当佼宅手当に加えて

課長補佐 5，000内

係 f主 3，000内

主任 A 2，000内

主任 B 1， 000円

学卒者手当 大学卒 5，000河

主立大卒 3，000河l- 2，000F'.! 

王手紙手当 3，000円

物総手当

うに，賞金体系の一定の改定を余儀なくされ，来年度も「情勢に応じ妥協J('74 I大会議案J)

を次期の方針とせざるを得なかった。また，この長期の闘し、の中で，背婦部は全休日を返上し

て活動し，また退職者も増えたので年令援が大きくなり，従来のような交流を中心とした活動

が鴎難になっていったと，同「大会議案Jは総括している。

このような経過によって， '75春闘でも， 賃上げは一定額をかちとったが， ユニオンショプ

の廃止等，労{動協約が一部改定を余儀なくされた。他方で組合は，人員補充，職制の組合推薦

制を要求し，係長，課長補佐の他，課長3名までの推薦が認められる。また，この期，若い新

組合員がはいってくる O

この年，職場集会は32回開かれ， と工夫に満ちた」職場闘争がすすめられた。各専門

部の動きは，教宜部では「チェーン自拡張に伴なう艶転で，職場の分散化のもと，学習と交流

を深める必要があるJとし， I資本の攻撃に対抗するニュース発行体1!iU，各種の系統的学習会

の実施」等を方針としてかかげた。背婦部では， I学習強化と，末端組合員の力量向上が必要J
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とする一方， 1職場要求，年令別要求を実現するJ とし、う方針を出す。調査部では 1(3治体関

争を中心に提えるJほか， 1家族に理解を深めるJ とL、う方針が， これまでの経験から出され

てきているO

以上のように，第醒期の特徴は，第Iに，地方独点とのかかわりを有した企業側が，ピル化

合軸に「合理化Jを進め，そのことによって，労働者数が減ると共に，職場が激しく変化し

た点に求められる O 第2に労働組合は第宜擦の基本路線を進め，賃上げや労働条件の改議によ

るさらなる生活保障をばかり，年令給の維持による平等涼理を守ろうとする一方，政治活動，

地域活動の強化をすすめた。また，企業側jの経営難のもとでの労協改定安含む攻撃のもとで，

「理論教育」をすすめ，さらに職場の動揺に対応して，専門部体制の強化と強力な職場活動と

を遂行したO しかし第3に，実際には企業の「支払い能力Jにつきあたり，賃金体系の変化を

含む一定の労働協約の改定をおしきられた。そして，翻争期における若年罵の退職と，新労協

のもとでの '75年以降の若手の雇用とから， 企業内の労働者の措層構成が微妙な変化をとげて

きているO

第 4 項第N期，転換期C'76~ ) 

'75年企業は大巾赤字 (3，580万円〉を出したが，売れ行き不振と大手スーパ一等の進出のも

とで， ¥， 、くつかのチェーン庖が閉鎖を余犠なくされ，他方，銀行資本によるしめつけも進み，

企業側は，ビ、ル化以降の路線を基礎に駅前届の別会社化をはじめとする「合理化J案を出す。

そして，組合三役に対し，個別に労働組合からはずす新しい動きを見せるO

例えば，盟:土，校長から何度か， 20~40万円の労務織を進められている。

職場では，新しい職場構成と新入の若い組合員の増大のもとで，各職場の「創意工夫Jによ

る職場闘争，脂頭で、の訴えや客へのサービス等，意識的に行なう一方，組合は織昔話の組合推薦

制のもとで「組合幹部心得Jを出し，かっこれまでの組合活動の経験をまとめた「中小企業に

おける労動組合運動の新しい観点」を出寂し，一ヶ月にわたる職場討議にかけるO

「観点」は，現代役会において中小企業のおかれている地位から，中小五三業家の二B詩的性格〈すなわち，

労働者を搾取しているとともに，自らも独占からは収奪されているという〉を指摘し，企業家宅ピ統一戦線に

向けることを強調しているが， 他方， 1"ものとり主義Jを批判し， '75年以降の級制の組合推薦制jを高く評

価している。

政治学習を含むこれら学習活動の活発化と，新入組合員の要求とから，自主的学習サークノレ

が結成される。

また'76年より，年令差の拡大のため， 育婦部が青年部と婦人部とに分れるが， 両者とも

年，婦人各層の特殊要求の尊重とし寸姿勢を示している。

青年郊の方針には， 1"青年の婆求実現を第一義的とし，これに賛隠する各階閣の要求をくみ入れ，単組内，

験場，地域に反i決させるJ(傍点筆者〕とか， 1"青年独自の要求実現のため，ミ誉主手音Eの学潔を強化する」など

の表現が見られる ('76年「大会議案J)。

以上のように，この期，新賃金体系と新労働協約のもとで，新入組合員により階層構成が変

わり，他方，企業側の「支払い能力の限界Jに近づく O その中で，組合のリーダーは一方で、

は職制推薦による経営管理への参加をはかるとともに，組合員への教育を強めるが，他方，

f年摺にも独自の要求，設jきが出てきていた。

そして， この企業内諾階層(とりわけ新入青年層とそれ以前の層〉の矛盾が表面化したの

が， '76秋闘であった。
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前年 ('75年〉一時金2.70に対し '76王手は1.05であった。 r新図上積み」を要求する青年腐と， r企業の現
状ではこれ以上は然環」とする執行部との関に意先のくい違いが主主じた。これには，要求額決定過程におい

て，代議員が三役の留守中に集会合開こうとした所， rクーデタ-Jだとぎわれ， 不信が増したとL、う経過
も加わっている。

職場を2分する分裂が生じ，職場は動揺したが，少数派の青年躍が破れ，何名かが職場を去

って行く O その後，不満をもっ青年層に対し，執行部の説得活動が続けられている。しかし，

'77春闘も不満足な額しか引き出せなかったこうした状況の下で， 定期大会の専門部総括で

は，政治部が， r組合員に対する政治学習の課題は，計画とはうらはらに発展できず」と述べ，
教買部は， r足踏み状態にあり，組合員の仲間意識が必要Jと述べているO
以上塩間見た限りでも， A製パン労働組合は，画期毎の資本の攻撃に対し，職場の近代化，

民主化をはかる中で，その組織運営をはかつてきているO しかし，第I期，第E期にみられる

IB職人慢との抗争，それに伴なう続方一子方的職場祭匝の改変，第盟期における青年，婦人層

を軸とした「職場防衛Jの闘い，さらに第N期，新労働協約のもとでの!日来の組合リーダーと

新入青年!習との矛盾，等，職場にくり広げられた関争の主要内容を見ても，総合をつき動かす

労働者諸階層や，職場に顕現している諸問題 そして職場集屈の構造は，機械化の進展や構

成員の変化等を基底にもちつつ， l硲期において大きく異なってきているJ誌を指摘できるO 以

下，私達が実施した面接調査結果をもとに，諸階層の生活史，そして入社以後の職場生活とそ

の変化…一彼らに対する企業の政策，そして彼らが構成する各職場集団の模造レベルまでおり

て，組合の闘争史の内突を分析し，組合がし、かなる諸!替のし、かなる要求を引き出し，実現して

きたのか，そしてとりわけ第百期の総合の内部矛盾は，現在の職場構成のどのような諸問題と

対応するものとしてあるのか，かかる点をより深く解明してゆこう O

第2章 職場における協業組織と労働諸条件

前主主でみたように， きわめてシビアな労資の括抗関係を伴つての機械化， r合理化」の進展
の中に，現在のA企業における協業組織は形成されているO このことは少なくとも，与えられ

た職場の協業組織そのものが，現段措では，常に変動するもの，自ら運動するものとして存し

ていることを意味しており，その諸要因として，当該業種の企業関の競争(そして独占資本に

よる圧迫)，さらにそこでの機械化に伴なう当該企業の生産力水準等の問題が当然に指摘でき

ょう O しかし，そうした現在のそこでの協業形態，その志向性を規定づけるものとして，企業

における労資関係のあり方が慕底に存することは，前主主で明らかにした通りである。 A企業の

場合，労働組合推薦の職制がすでに突現せられていたが，さらに考慮しなければならないこと

は，ピル化闘争以降， H銀行資本， T建設資本の意向がきわめて強く作用し(例えば，費ビ、ノレ

構想志向の中にも，それは強く現われていたとみられるが)，ある意味ではい労働組合つぶし、、

といわざるを得ない志向性を有していたことである。こうした，かつてとは異なった情勢下

で，労働者}警は当然に，そうした状況を十全に理解して，その主主業の場である職場宏拠点、にし

て，新たなる段階での諸矛盾への対抗を，労働組合組織を中心として強化ぜざるを得ない状況

に置かれていたといえる。さて，職場集団レベルにまでおりて， '74年段階以降のA企業の職

場の協業組織のあり方，労働諸条件の問題，そしてそこに惹起せられている協働形態の問題を

そノグラフ的に分析するにさいして，本主までは以下の各章での論理展開の前提として， A企業

における協業組織，労働諸条件を概括しておこう O
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和生部門の生産工程と職場

職場区厨

2 1 図

各職場(作業単位ー)における機械化の時期

'65年…・"A-3. どら焼機

'68年…"'A-4 -(2i 111子柔員総物機
'77年…・..A-4…(1)図子機、包あん機、もちつき機

B -1.デポジッター

A司 lあん製造場

<0 
炉開企
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表 2-1 ピノレ化官官後の職場及び人只構成の変化

~ '73 '74 ~ 

施設名 職 :i~き 男 女 言十

総 務 2 8 10 
7c 伝 応 3 18 21 

高R
プ ラザー 1 4 5 

喫 茶 7 2 9 
IjlJ 

調 耳立 10 10 20 

17 
本
調理実演 10 14 24 

菓子笑演 6 17 23 
Ji1i 

目白・ボイラ 5 6 11 

外 波 4 O 4 

:場
洋 生 16 5 21 
ノ、。 ン 4 4 8 

l.工場
和 生 4 2 6 

焼 物 8 8 16 

81 114 195 

(人良構成lに '73‘7If寺点〉

じ今

施設名 職 場 男 女 百十

駅 予告 応 O 10 10 
官官
特設コーナ 2 2 4 

ピ

ノレ ?実 茶 5 3 8 

1芋 生 10 8 18 

玉F ノ、。 ン 6 O 6 

洋 年百 生 12 10 22 

ヱ 平日生(包装部〕 1 7 8 

草寺 5潟 現 部 5 3 8 

言苦 務 6 6 12 

五十 47 49 96 

(人員構成は. '77.10現tE)

資料tl:¥所・ flflき一耳元り調査より作成
(以下，特にことわらない限り，資料は，前
日:lIi'雑草』もしくは，聞き取り調査よりの作
成〉

'77年現在，従業員は 96名であるが，それは，表2 1に示す各パートに分かれている。駅

前!古には，売自，特設コーナー，喫茶 ('78年閉鎖〉が存し，王子岸工場は，洋生，パン，和生，

包装，調理，諸務の各部からなっているO 和生部門，洋生部門号事の製造工程における作業は，

通常「仕込み」と「仕上げ、Jと呼ばれる部門に分かれており，和洋菓子の原料〈例えば，餅，

あん，そして団子の原型の類〉をつくる，概して一定の熟練を要する部門が「仕込み」であ

り，それを製品にまでもってしべ部門が「仕上げ」であるO

面接調査な実施した和生部門の生産工程は，関2 1に示す通りである。大きく和菓子製品

と洋菓子製品の生産工程が分かれているが '77年にそれぞれの「仕込み」部門に， I餅っき

機J， I自動告あん機J. I因子機J(以上， A-4-(1))， Iデポジッター(洋菓子原料型つけ

機)J(B 1)等の機械が導入され，作業方法，作業組織を大きく変えているO この生産工程

に対応し，職場は 12の作業単佼 (A-l，あん製造場， A-2， カステラ製造場， A-3，どら

焼製造場， A-4-(1)，団子類仕込み(餅製造場)， A-4-(1)，由子類仕込み(包あん機，因

子機使用場)， A-4-(2)，団子類仕上げ〔手作業)， A-4-(2)， 団子類仕上げ〈焼物機)， A 

-5-(1)，きんつば製造場， A-5-(2)，包装場.B-l，洋菓子原料型つけ場， B-2，洋菓子

仕込み場， B-3.，洋菓子仕上げ場〉からなるが 4つの区闘に分けられているO

労働者の年令，性別構成の特i放を職場別に見ると，表2 2に示す通り，売f吉，喫茶，洋生

部門において比較的若い層が配置されており，和生部門には中高年躍が多し、。

賃金体系は，表2 3に示す年令給体系を基礎とし，勤続給が一年につき 200円，それに表

2-4に示す諸手当が加算されるO 表 2 3にみられるように， '74年以降，男子では 20代後

半以上が相対的に上がり，女子では逆に30代以降の上昇率が下がっている (A~D摺について

は後述〉。
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表 2-2 職場別，年令別，労働者構成 ('77年11月現在)

職 場 人 数 |平岩年令20才米j筒 20~29 30~39 40~49 50~59 60~ 

申7G 
男

!古
女 10 21.5 2 8 

特設コーナー
男 2 36.0 1 1 

女 2 29.5 1 1 

喫 茶
男 5 24.2 2 1 2 

女 3 34.0 1 1 1 

洋
男

主主
10 26.9 1 6 2 1 

女 8 25.5 3 2 2 1 

努 6 31.7 1 1 3 1 
ノ、@ ン

女

豹]
努 12 34.0 2 1 5 3 1 

生
女 10 41.3 3 4 3 

和主主(包装部〉
男 1 36.0 1 

女 7 50.7 1 1 4 1 

諸 務
男 6 35.3 3 1 1 1 

女 6 39.7 3 1 2 

5湾 理
男 5 30.8 2 2 1 

女 3 51.7 1 2 

努 47 31.3 6 14 15 8 2 

3十
女 49 35.5 6 17 3 10 12 1 

百十 96 33.4 12 18 18 14 1 

(払d(32.3)1 (18叫 (18.8) (14.6: (1.0) 

労{勤時間，休g等は表2-5に示す通りであるが，実働7時間30分，残業時間1人平均月

8.4時間であり，有給休暇，生理休醸の完全保障のほか，つわり休暇，育児時間も保揮される

など，低賃金を除けば，労働条件は比較的良好であると言えよう O

職場組織は，表2-6に示したO 係長2名，課長補佐2名は， '75年に組合が推薦した者で

あり，特に和主主謀では，課長も組合が推薦した以前の組合書記長で、あるO 係長，課長補佐は，

作業は一般労働者と伺様に行なっているO

第3章 職場集団構成各摺層の生産・労働一生活史

さて，前章で寝間みたような協業組織，また労働諸条件をA企業は有しているわけである

が，職場集団のあり方に焦点を合わせて問題にせまる場合，職場集団の構造，とりわけそれを

構成する諸成員の社会的属伎のレベルにまで立ちかえって，それぞれのパートに分かれた協業

体としての職場集団の人的属性を明らかにし，それと組合組織との関連についての分析を深め

る必要がある。特に第1章で見たように， rどノレ化」以降の企業の人減らし「合理化」政策の
中での大量の退職者をA企業は出しているわけであるから p 職場の構造がある意味ではきわめ
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表 2-5 A製パンにおける労働時掲と休日

。労働待問一7時間30分(拘束9時間〉

。有給休駁ー勤続6ヶ月以上3B問。勤続 1年， 7日開。

2年以上 1年安慢す毎に I臼増 L，限度を20日まで。

。生理休暇ー1日

。つわり休暇…7B間以内

。育児待問-i鰭2才まで1B 1時間

表 2-{) 和生関係における職場組織の構成

製造部長

生謀長

課長町何

係長(努〉

(男2名川
女4名

ー
ノ

1
ノ

努

〕

2

(

男

+

佼

(

〈

補

間

交

名

名

長

2

3

課

係

男

女r
'
t
t
s〈
t
B
t

、

F担金包装 団子類製造場 洋生関係仕上げ fI日生洋菓子仕込み

あん，カステラ作り

(関~取り調査より作成〉

て不安定とならざるを得ないことは当然に予測されるO しかしこのことは，職場集団それ自体

の核となる層の不在を意味するわけでトはなく，企業及び労働組合は，職場集団の中で核となる

層をその土台としていることはあきらかであるし，機械化 r合理化Jの進展の中で，とりわ
け企業が各パートにわかれた協業組織ごとにその使いわけをしているであろうことを指摘でき

る。

さて，職場集団を構成する諸成員の社会的諸麗性を分析するに擦し，本章ではまず二つの観

点からの分析軸を設定する。

第一は，労{勤者の入社前生活史〈職歴〉とそれにかかわってのA製パンの入社動機にかかわ

る問題，第二は，入社年次の問題であるO 務者は彼らが知何なる生活史〈職歴Jをもつものと

してA企業における職場集団を特徴づけるものとして存するかの問題に連なり，また， A製パ

ンにおける初職務，そしてその後の企業内における職場一職務移動を特徴づける一つの要問と

なる O すなわち，協業組織の中での役割変化と結びつく O 後者は，前者と深くかかわりなが

ら，第l章でみた労資問の括拭関係の中で，企業内の諸活動，そしてとりわけ労働組合運動の

共有摩にかかわり，賃労働者としての協働の問題に結びつく分析領域を構成しているO そして

第1節でみるように， A製パン労働者は，入社年次，年令，伎の類似を中心とするいくつかの

階層に分けて捉えることができる。

第 1節 労働者諸階層の構成と現段階の企業におけるその位置

はじめに，労働者麿の入社年次(すなわちA製パンにおける労繍者の共有体験にかかわる〉
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表 3-1 A製パン労働者の現年令と入往年(口=男子， O=女子，番号は和生関係労働者〉

、企業、¥?子級期吋¥ム¥く』e¥期¥G¥、とL子年¥ E¥見年¥令、 -19 20-24 25-29 30-34 35-39 40-44 45-49 50-54 55-59 60-

， 57 f 首¥ 1 

第
• 58 ト¥

期
， 59 

第
θ 口 1 

D ， 60 llA 1 
英語

'61 ロ / 1 
前
， 62 臼 / l 

史

¥ Q../ '63 1 

， 64 (010 

ー-
2 

第 '65 口、ト¥ 。¥ 2 

期 第 l矧 ， G6 / 悶 ロ i 1 O 3 

機械入導
自治会期丹 '67 / O 口国 口 早)/0O えt ¥ 8 

O 

期管
， 68 / ロ ⑬ 自G ① ⑫ ¥ 8 

発展 '69 /。 If:: 日 ロ 閲

世
C乏泡耳語 ¥ 9 

期 ， 70 関 ロロコ O トコヱ ④③ @) 8 
/ 

'71 ロcロJ2 ロ恩/ l⑤⑦ ロ 10 

第
期第聾
'72 自I~ ⑫ 6 

期 ， 73 
ピ
'7春期駐4日f附争ルピh ル ， 74 

「l口00劉iI~言語。 ロ¥ 1 
イヒ O ⑬ 

'75 ロ悶 ¥、 15 

理化期ぷ口入
第N矧 '76 oO c口o

;OO出 口 可 12 

転換賂 ， 77 ロロロ 6 

12 19 13 12 7 12 6 6 8 1 96 I 

をど，年令，性とクロスして階層区分な行なうと表3-1が得られるO すなわち.A製パンの労

働者全体は，大きく A~Dの 4 層，さらにC層を 3 つにわけた 6 謄に思分し得る。

A層は組合結成以前の '63年までに入社している 30代~40代前半の男子であり，すべての組

合活動を経験してきている。ちなみに図は先にも指摘したように現在組合の執行委員長をして

おり，闘は課長補佐である。 B閣は '64年から，組合の第五期までに入社した 40代以上の女子

を主体とする (50代以上の男子2名を含む〕層であり，組合の結成過程を経験している者も多

職務
賃金¥¥i役 戦lEzflEf害1255T1 251野|単独作業!包 裟

12万以上
r三?寸-一一 、 i 

間

11万-12万

9 万~未11満万

未満

7万-9万
未満

7万未満

国 3-1 和生関係各層の'77手取り額と現職務
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いが，少なくともすべての者が「ビ、ル化J欄争を経験してきている。 C-a層は同じ時擦に入

社した30代~40代の男子，間じく C-b 層は20代男子， C-c 層は20代~30代の女子であり，

彼らも「ピル化」闘争はすべて経験してきている。 D閣は rピノレイヒ」闘争以後の m新体制、、
のもとに入社してきた若手で、あるO

表 3-2 織場7J1j各グノレープの労働者数

戦 場 A B C D 

努

売 1苫
女 3 6 

男 2 
特設コーナー

女 1 1 

努 1 1 
喫 茶

女 2 4 

男 1 3 6 
洋 主主

女 1 2 5 

男 1 1 3 
ノ、. ン

女 2 1 

男 2 l 6 2 
華日 5主

女 7 1 2 

男 1 
和生〈包装〉

女 6 1 

男 1 l 2 2 
諸 務

女 3 3 

努 1 4 
調 主主

女 3 

5十 7 27 29 33 

っく者が多L、。

言十

9 

2 

2 

2 

6 

10 

8 

5 

3 

10 

10 

1 

7 

6 

6 

5 

3 

96 

これら諸層の各職場への分布は表3

-2に示す通りである。 D摺は売j古，

喫茶，洋生等に多く配属されているの

に対し，和生部門では， B， C震が多

いことを指摘できる。

なお，和生関係労働者の各階層毎の

諸属性及び労働諸条件は，表3-3に

示す通りである。

さて，和生を例にとって各層の経済

的，そして職務上の地伎な見るならば

(図3-1を参照)，男子のA，B， C 

a躍とその他の層の賃金差は明瞭で

あり，特にD層は， 7万円未満の賃金

である。職務上では， A， C-a 患と

いった比較的勤続年数の長い30代後半

の中竪男子が役職についているO 被ら

は，洋菓子関係の「仕込みJ，r仕上
げJ，団子類製造の「仕込みJ， r仕上
げjにそれぞれ配属されている。その

他の男子は，聞 (C a)，国 (D)，闘

(B )，国 (C b)など，あん，カス

テラ，どら焼製造，デポジッター操作

などの一定の技術を要する単独作業に

以上のように，現段階において，全体として低賃金ながらも 9万円以上の賃金で責任職ない

し比較的熟練を要する織務についているA，B (男子)， C-a 層。 7 万円~9 万円の賃金で，

包装や他の部門に配属されている B 層女子。向じく 7 万円~9 万円の賃金で単独作業等の職務

についている C-b，C-c躍。 7万円未満の賃金で，洋菓子関係中心についているD層など

の諸階層の内実を指摘でき， A製パンにおける一定の年功制を指摘できる。

第 2節 各罵労働者の入社前生活史(職歴〉の特徴

ところで，これらA~D閣は，それぞれの生活史をもつものとして把握されなければならな

L 、。

和生部門労働者の出身地，出身階層，学歴は，表3-4，3-5に示す通りであるO 全体に

札I鵠市以外の道内各地から来ている者が多いが，特にB震に道内各地の農林漁業出身者が多

い。しかしC層， D層になると労働者の出身が増加するO 学置はB層において高小， C， D層
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表 3-3 和生関係労働者の諸属性(口男子， 0女子〉

階層 ケース 入往年 年入社l令待Z晃年令 現 織 務 役職・{也 '77.10資金

題 '57. 2 19 39 団子類仕込み 委員長 103，000 
A 
盟 '60. 5 23 40 団子芸員仕込み， ft上げ 課長補 117，000 

題 '69. 5 44 52 どら焼製造

⑨ '68. 2 35 44 E喜子類仕込み 60，000強

① '68. 4 38 48 団子類仕上げ 80，200 

@ '68. 4 45 54 包装 70，000 

② '69. 3 49 57 包裟 72，000 

@ '69. 5 47 55 洋菓子関係仕込み 80，000 

B ③ '69. 8 49 58 洋菓子関係仕込み 72，000 

④ '70. 1 50 57 洋菓子関係仕上げ 80，000 

③ '70. 1 48 55 包装 88，000 

③ '70. 8 54 61 包装 50，000 

② '71. 2 46 52 包装

⑧ '71. 4 40 46 包装 71，000 

⑥ '71. 5 36 42 問予類仕込み 70，000強

⑦ '71. 7 34 40 団子類仕上げ 70，000 

圏 '66. 6 24 35 洋菓子関係仕込み 副委員長，課長補 96，000 

国 '67. 9 29 39 洋菓子関係仕上げ 係長

C-a 盟 '69. 2 39 47 あん製造 122，000 

臨 '69. 5 32 40 洋菓子関係仕上げ 110，000 

盟 '71. 2 33 39 団子類仕上げ 係長 120，000 

C-b 臨 '70. 3 15 22 デボジッター 73，000 

⑩ '68. 16 25 洋菓子関係仕上げ 71，000 
C-c @ '72. 4 24 30 ~んっば製造 58，000 

闘 '75. 7 28 30 洋菓子関係仕上げ 60，000 

盟 '75.11 16 18 カステラ製造 65，000 

D 臨 '76. 4 35 36 包装 80，000 

⑧ '75. 3 20 22 洋菓子関係仕込み 64，000 

⑨ '75.12 20 22 洋菓子関係仕上げ

においても新中卒の義務教育段階までが圧倒的に多いことがわかるO

ところで，これらの麗の職歴を分析すると，そこには五つの型が存することが切らかとな

る。

第一は，熟練形成型…一菓子関係の職場を転々としながら m腕をつけ、、，現在に至っている

もの。

第ニは，他職種迂回型一一非製菓部門の職場を転々とし， A製パンに入社したもの。

第三は，主婦パート転々型…一婦人で結婚退職後，子供がまだ小さい段階で働き始め，パー

ト的な仕事を転々としているもの。

第四は，主婦初職型一…婦人で結婚退職後，比較的子供が大きくなった段階で最初にA製パ

ンに入社したもの。

第五は，未婚女子型一一結婚以前の婦人で， A製パン入社以前に， 2 ~3 の鞍を経験してい
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表 3-4→1)各擦の ill 身地

札幌市 その他道内 機太 東北 その他

A 臨 園

B |岱④ 母⑧

C i関 臨@ 踊盟国 ⑩ 圏

D 屈 国⑨罷l⑧

言十 4 17 I 4 I 3 I l 

表3-4ーベ2) 各 j謬の出身階層

?? 農林漁業 自営業 中小企業 大企業 炭鉱艮 公務員 父不在・無職 不 明E重用者 震局者

A 臨 盟

B ⑤@週⑧ ⑫:ID@ ①③⑦ ⑫ @ ③⑥ 

C ⑩盟関@ 回

D E通関 ⑧ 鴎⑨ 姐 間

5十 6 5 5 6 2 1 3 1 

表 3-5 各}替の学際

毒事 小!言語 小 i新 中 II日中 II日高女 i高校 i大学・大学続

A 回~

a② B ~④ ⑦
一
蜘
一
臨 園

C 酪

D <E臨⑧

言十 2 7 12 1 2 4 

るもので、あるO

表3-6に見るように，男子は平均6.3聞の転織を経験しているが，菓子関係職を転々とし

てきている「熟練形成型Jのケースが12ケース中， 7ケースを占めていることを指摘し得る。

その中でも， 13年~19年ととりわけ経験の長い 3 ケース圏， 11ZJ，盟 cr熟練形成型1J)と，10年
以下の4ケース国，園，国，臨 cr熟練形成型llJ)に区分することが可能であろう。残りの男
子3ケースは，その他の中小企業，大企業を経てきている「他職種迂回型jである。女子は，

8ケース〈①，②，④，⑤，@，@，@，⑮〉が「主婦パート転々型J， 4ケース (③， @， 

ゆ，曾〉は I主婦初職型J，2ケース c@，⑨)は I未婚女子型Jであり，女子の場合は，

菓子関係の経験はほとんと恭ない。 残る 5ケース (⑦， @，臨，酉，窃〉は， A製パンが初職

cr A製パン初戦型J)である。
ところで，これら職歴を歩む労働者の論理を表3-7によってみるならば， 13年以上の経験
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鉢
城
山
判
訟
円
掛
印
刷
刷

総
忠
明
叫

和生関係労働者の職歴

'48(S15)~ ・44(S19) '45{S20)~'時( 5'24) '50(S25)~'54 {529) ， 5~団5 関)~'59(S34) '69{S35)~'64 f S44) '6{5S40)~'69 (S44) '70{S45}~'74 {S49) '75{S田 菓子関係駿
期間

回耳 SE畢~~S@ 吋s@43吋S@44 →S@48 叫 官 9，5 

熱殴 H 5@ 28 吋S@39叶 @S3吋2 65b 32 S@ 38 4.0 

練図 E S巴25 伊争3目1 2fょgeW 令S@S5 538 
10.0 @ 

形図 E
53フ 538 

叫 8⑥41 S. 45 9.0 包 →包

成回 I SZd →S告書33問 Se34→S ① 36 118ケ所位菓子関係を転々)S@41→S③42 546 
13.0 g • 型li1iI 1 s E通，. ~+[日25 

5，，5 
叫 S③44 19.0 -10 @ →@  曜掛 →@  →① 

密 1
S'i:8 →S@ 32 535 

7鰻吋MO →
S@ 43 
→
S
⑧ 
46 

15.5 日 →@→  

S
③ 
27 J溜お S@ 

41 
→
S
③ 
44 

S
重量
I5 

'iO Sf3 45 →S③ 44 

S図47 4S543 9 Ja 
① @~啓s司24容E⑨吋 琴ぷ (週臓} -1 i③S→S⑧ 3喝 s @ 40 →S③ " 

② 

(忍~者組15予閣Jぉ}誠{退級} →苛 →S個H 叫 S⑧" 

立④ s @134s @23 4 4S@ 33 537 
吋 S③45 

→@  

ノす

→S@34 皇国 叫語7
543 

i ③ S豊富20 叫 S@41E 
→③ 

ト⑫ s EE 5 s @ 8 →S皆E28-4 宮口事お → S⑨ 25 吋 S@45 
転

々 ⑮ SE235 → 
su 

→ S{畠35 問ず 三品
型

@ω  職)

@ SEE 22 520 
院gg@ J~⑧40 →S③42AS ⑧ .¥2 →S@ 46 O(退職)

⑫ 
543 S.u 

(遜職J4J15 @→. 

③ S豊B富→s骨14{迅 般} 吋S⑧" 
主

締⑥ S 重2量8→ S ③ 3() 541 
叫 S@45 

@ 
tJJ 

車重 ⑫ s 匝Eg4Se14 {遜 機) ()鳥取り‘'"パ ト等)
4S⑧ .. 

型
s 53 i5 吋S.22暗殺) 5<2 

@ ω 

五事女 ⑨ ③ 

S白.. s 函45吋S⑨46 550 
→@  

」一…

S8 45 4S@58→5⑧ 51 

3-6 表

@は結婚
口は札幌市以外

⑩内職、奉公等
⑧農業従事者

{③ A裂パン労働者 @その他中小企業労働者 @菜子関係企業労働者
⑧その他零細企業労働者③ 。大 。φ ⑧公務関係従事者
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をもっ「熟練形成型IJの悶，間等は，歩いて仕事をど覚えるとL寸志向性を有していること，

他方， I熟練形成型IIJの由，臨等はこれまでの菓子関係職の極端な長時間労働等，徒弟的な

労働条件の問題を指摘しており，特に国は，入社産前には，組合をつくろうとして失敗した経

験をもっている。 I主婦パート転々型Jでは，パート的な不安定な労勘条件から，今一歩安定

した仕事を求めてきていることを指摘できょう。

各麗毎にこの職廃合まとめると表3-8が得られる。ここでわかるように， A層と C-a層

は「熟練形成型」の職歴をもち，とりわけ C-a躍の比較的高令で入社した閤，間，圏は

「熟練形成型IJであるO しかし， C-b， C c， D層では， A製パン初職の者や菓子関係

の経験をもたない者が多い。またB麗の婦人では，いくつかのパートを経てきている者も多い

が，結婚後A製パンが初職の者や， A製パンで初めて倒u¥，、たという者も半数近し、。

かようにみてくると，比較的勤続年数の長い 30 代~ 40代の男子に入社前からの菓子関係職

経験者が多く，この麗，すなわち徒弟的労働条件を経験し，未婚で入社し，その後結婚した層

が，この職場での核をなす屑になっていることがあきらかになる。そこには単なる俊差，また

勤務年限の長短のみには還元しえない，製菓生産労働者としてのれ主体協の問題が存するとい

わなければならない。そしてさらに，かかる層が，その後のA製パンでの職場生活を経て，組

合結成以降そのリーダーシップをとることになる。

第 3館 各層労働者の入社以後職務変化の特徴

さて，入社前の生活史〈織歴，そこでの主体形成〉は，現実の問題として， A製パン入社の
際の初職務，そしてその後の職務移動を規定している。そしてこのA製パンの場合，機械化・

人減らし「合理化Jの過程の中で，これが進められている。

各属労働者の職務変化を規定する企業の「合理化」は，第2主主，第1節で指摘したように，

'72年~'74年のピル建設に伴なう訳前パーラーの閉鎖， 縮少による調理一洗物部門の廃止，実

演販売部門の縮少(そこで働いていた中高年婦人の包装他の部門への配転〉と '77年の和洋

菓子「仕込みJ部門への大巾な機械導入による配転，職務内容変化という二つの守弘、を有し

ている。先の労働者諸階躍との関係でいえば， A， B， C層は，すべてピル化「合理化」の第

一の節を経験してきているが， D躍はそれ以後に入社し，入社後 0~2 年で， '77年の機械化に

直面している。以下，こうした構造とのかかわりで，労働者の職務変化の特徴を把握しよう。

労働者の職務変化は，その出発点において特定の属性(年令，性，経歴等〉をもっ労働者

が，特定の部門に配属されるところから始まるO

特定の職歴を有する各層の労働者が，どのような初職務につくかは，関3… 2に示す通りで

ある。ここで見られるように，少なくとも入社前の職歴及び属性は，初職務を規定しているO

すなわちA，C-a層の「熟練形成型Jの者は，和菓子関係の「仕込み」部門についており，

B (男子)， D麗の「他職種迂曲型Jの者は，洋菓子関係，売J吉(盟〕についている。これに対

し， B層の主婦は，そのほとんど (13ケース中8ケース〉が，調理一洗物部門につくが，比較

的若い30代入社の者〈⑤，⑥，⑦〕そしてC-c層は，団子類の「仕上げ」部門や，実演販売

〈きんつば製造〉等についている O またどノレ化以降に入社した f未婚女子型」のD層女子は，

洋菓子関係についている。

これら初職務における各労働者の職場生活経験は，その時期，職務，そして労働者側の諸属

性によって異なっているO
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A製パン入社前理講座における転退職の漂白(和生関係24ケ一九〉3-7 若受

'55~ '59 '50~ '54 '45~ '49 ~ '44 
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表 3-8 各}替の験日差

VF竺 熟練形成 主婦パ A製パン
1(11年以上)Irr(11年未満)1他綴種迂回 ト転々

主婦初戦 米婚女子
初 戦

A 

B 臨 総伊 ③⑥②⑧ 

C一四 a 間園圏 関 臨

C - b 

C 一向 c ③ 

D 闘 盟 ⑧⑨ 

2十 3 4 3 8 4 

五F可 団子類 どら焼・あん 洋菓子 実is高奴デ己 調E里町i光物 その他カステラ 晃司 係

線事形九 I 闘固 C“ a 函)

H 堕白 阻 〆 田コ成

他殺穆迂悶 ~ 日 配j
A製パン 伊~l白0<@「で¥ ⑦ @@志¥卜¥初戦

主婦パー
阪1 ドιζ~民8 ① ②④@包 付ト転々

主婦初職 @可
¥¥  ③ 

U 

/ 

未婚女子 (@@ii) 
」副司

m1l 3 2 各層労働者の職歴類型とA軍基パン初確実務の関逮

奇襲 3 9 A霊長パン初職務における技術澄得，職場の状態，苦労点の若手i7U

。国 (A 熟練形成立(4年)，包子葉区役込み， '57年入社ーライフサークル 0)

CV@ 

園

⑩ 

盟

2 

「先輩にいびられる。先翠から技術を滋む努力をした。策金は以前より少し良いが戦場は非民主的j

c罰 (C-a 熟練形成1(19年〉あん製造， '69年入社-ill)

「手織をもっており，仕事での苦労はない。人間関係は以前より疎遠。」

。阻 (C-a 依職重量迂回，あん製造，・69年入社…rr)
ift毒事に全然自信がなく，自分で努力して覚えた。人間関係は良かった。」
。⑩ (C-c A製パン初磯， どら:機製造， '68王手入社一0)

「仕事は先輩に教わる，一週間位で覚えた，最初スピードの筒で少し苦心したJ
o④ (B 主婦パート転々局瑛一洗孝弘 '70年入社-N)

f仕事は先宝章におしえてもらう。慣れるまでは燦が痛くて闘った」

。@(B A製パン初磯，調理一洗物， '70年入社-N)
「働くきびしさを知った，他の人にまどわされて苦労した」

。⑨ (D 米婚女子，洋菓子関係， '75年入社-0)

5 

「先議から教わる，単純作業だからすぐ覚えた，従事のへまでしかられた，人間関係は良いが職場に若

い人が少なくつまらなかった。」

表3-9によって，各層の特徴的なケースを事例に，技術習得，職場の状態，苦労点について見るなら

ば， '57年〔組合結成以前)に入社した，比較的熱線の少ない独身の固な， i先輩にいびられるJ中で， 1"技

術を盗む努力jをしており， 1"験場が非民主的」であると感じているが，他方 19年の菜子関係職経験をも
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ち，すでに家庭をもっているC-a震の聞は，組合結成期?こ入社し， 1手械をもっており， 仕事上での苦

労はないが，人間関係は以前より疎遠だ」としている。同じく C-a層制思と同年入社の全く経験のない厨

は， 1仕事に全然自信がなく，自分で努力して覚えたJが， 1人間関係は良かった」というように，仕事上

での苦労内容，そして織場の人間関係への評俄は，入社時期，前日差，年令等により異なっており，各労働者

の労働過程にかかわっての織場の人間関係の内容の史的変化の一端を示している o なお女子の場合，各層と

も仕事は先室長から教わり，さほどの苦労もなく覚えているが， B 薦④は 1慣れるまでは腹が痛くて濁っ

た」と言語理一洗物部門の重労働を示しており，③J土，初めて働いたこと自体の苦労を述べている。他方，若

手女子C-c腐の⑩は， 1スピードの部で少し苦心した」位であり， D層の⑨は，仕事は「単純作業だから

すぐ覚えたJが， 1職場に若い人が少なく，つまらなかった」としている。女子の場合は， 1未婚女子製j

を除き，前識との関係でA軍基パンでの職場の人間関係を評価するとし、う点が男子に比べて少なく，彼女達の

生活史において初めてA製パンにおいて，仕事に慣れること幸子遜し職場での人間関係が，組合のリーダー

シップのもとに構造化されてきているといえよう。

'dて， A製パンでの初職務以降，現在に至る職務変化は，表3-10に示す通りであり， r合
理化jの二つの節とのかかわりを考慮すれば，およそ7つの形態に分けられよう。

すなわち，一定の熟練をこと台に，入社以後も特定の職務を比較約長く担当し，現在責任職についている

国，関，図，1lliJのような型 (1熟練交任者主主J)。

入社以後，熟練度を要する特定職務を長く(7年~20年〕担当しているが，企業組織上の資任職にはつい

てない翻，闘のような裂 CI熟練職担当裂J)。

'77王子手で経験は有さないが，比較的熟練を婆する，或は特殊な専丹約作業 (カステラ製造， きんつば製

造，デポジッター操作等〉を偲加にまかされている園，③， [習のような裂 (r表手専属型J)。

'77年機械化に伴なう織務変化で，洋菓子関係の作業に移転した，ないしその内部で担当を変えた⑧，③，

[1&1，⑩，⑨，④，闘のような裂 (1機械化一洋生裂J)。

問じく図子類の作業に移転した，ないしその内部で、担当を変えた国，③， ⑥，①のような型 (1機械化ー

和主主型J)。

中高年婦人で，包装な継続しているか， ピ、ノレイヒ前後の配車誌で、包装にまわった③，⑧，③，②，⑫，③，の

ような裂 CI婦人包装裂J)。

ピノレ化に伴なう配転で，包装以外の職務についた婦人②，⑦及び'77年に匂装についた男子園(rその他J)。

これらの織務変化の型をみると，そこから大きくは，熟練的要因(入社前，入社以後の〉の

持続を持ち得る男子や，一定の技能を生かし得る若手男子に対し，機械化による単純作業，包

装部門等へ艶転される女子という職務変化のニつの質のちがし、がまず指摘できる。すなわち，

どのような職務変化の類型をたどり現部門へついたかということは，労働者の織茂，年令，性

等の要因が深く関わっている。職燈，職務変化の関係及び各層の位震は，関3-3に示す通り

である O 熟練形成型の職歴をもっ者は，それをこと合とした職務変化をたどる者が多いが A，

C a層は，ほとんどこの型である〈閏は，仕事上では機械化により運れをとっているが，組

合の執行委員長を受けもっている)0 C-b層の障は，機械を専属で扱っており， B震の盟も

「熟練職担当」であるO だがD層の男子は，回，盟のように 1合理化jで補助的作業に動

かされている者が多L、。他方，女子ではB患が， r婦人包装J型をとる比較的高令のB-a庸
と，和洋菓子部門で機械化による職務変化をとげるB-a層とに分けられる o D躍の未婚女子

は，洋菓子部門の内部で，機械化により職務を変えているO

以上のように，男子A，B， C-a題は，入社以後も比較的安定した職務変化をとげている

こと， B摺女子は， r合理化Jの節で大きく動かされていること， C-b， C c層では，何
らかの専属作業をまかされている者が多いこと，そしてD層では，洋菓子関係部門で，機械化
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苦笑 3-10 A製パン入社以後の章義務変化綴裂

磯芸員 企業の各期 第一期 漸進的成長期よ 第二郷

E雪 総合の各郊 第'57O~殿前'60史 | 第 IWJ 自治会期類書1
E霊童2 初車業務斗埜一生一 ~ '65 '66 '67 

盟 A 23 40 熟練形成 E E君子類製造 あん仕罰子込類み
〈 ‘ノu

熟 綴 圏 C 33 139 熟練形成 I 笑芸者販売

資任者君主 国 C 24 35 熟練形成立 どら焼製造 テどらラ焼仕，込みカス

国 C 29 39 熟練形成 I どら焼製造
どら焼
仕込み

熟練職闘い 47 j熟 工あん製造

担当裂 回 B 44 52 他戦緩;壬@l 洋 主主

盟 D 16 18 A製パン初磯 カステラ製造

若手
ヨ転三綴パー々ト⑧ C 24 30 実演販売

主草原型

臨 C 15 22 A製パン初戦 団子類製迭

⑧ D 20 22 米婚女子 洋菓子関係製造

③ B 49 58 主婦初磯 調理一洗物

機械化
盟 C 32 40 他職稜迂@] あん製造

⑩ C 16 25 A製パン初験 どら焼製造

一洋生jIIJ.
⑨ D 20 22 未婚女子 洋菓子関係製造

④ B 50 57 ZパEート転緑々 調理一洗物

四 D 28 30 熟練形成宜 パ γ 製迭

開 A 19 39 熟練形成E 団子類製造

機械化 ⑤ B 35 44 主転婦 ー ト々 図子類製造

一和生裂 ⑥ B 36 42 主婦初戦 問子類製造

① B 38 48 主転婦パ ト々 笑芸者販売

③ B 154 61 主パート車五婦々 5海理一洗物

@I B Iω 46 主パート転婦々 包装

鶏 人 ② B 45 54 三区熔初頭韓 調理一洗物

包装型 ② B 49 57 主婦初戦 調理一洗物

② B 46 52 主ξート転婦々 調理一洗物

@ B 48 55 初A製パ戦ン 調理一洗物
② B 47 55 主転婦パー ト々 務理一洗物

その他 ⑦ B 34 40 初A製パ磯ン 実演販売

閤 D 35 36 {也磯緩主E回 Jt: 広



中小企業における労働者諮限爆の生活史と験場条図の構造 107 

匂

調理一

調理一

調瑛一
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~とヒ 熟資練任一者 熟練職担当 若手専属 機j芋械化生- 機和械化食時 婦人包装 その他

努
練形熟成
I 西暦 百¥¥

、

H 回~![B] C-a h¥¥¥、、回 回
子
他殺緩iま殴 l戸固山IBごケ1

ト----・・ヨD 国
A製パン初磯 {宮町ト官¥ レ/内γ¥ l而ii
主婦パート転々 定量 c-c 〆" 8九 也!:J-j I 女 ④ ⑤①/ b 

主婦初戦 ③ @/B-a ⑫⑫/  ~ 

子
未婚女子 (@@D) 

~ 3-3 職歴職務変化の関係と各層の位主主

表 3-11 労働者各病問の 3年以上職場共有度 ( )内は 5年以上 により職務変化している

A B-a B-b C一一a

A 1 (1) 8 (4) O 4(2) 
(2) l 14 12 10 

B-a 6 (2) 。‘J 7 
(の 21 42 35 

B-b 15(3) O 
(的 15 30 

C-…a 2 (1) 
(5) 10 

C-b 
(1) 

C-c 
(2) 

D 

※ 分母i土，各腐労働者の関係数
分子t土 3年以上職場共有の関係

C-b C-c 

2(2) 。
2 4 

2(2) O 
7 14 

O 必当
6 12 

O O 
O 2 

。
1 

D 

O 

10 

2 

35 

O 
30 

4 
25 

O 
5 

1 

10 

者会が多い号事の階層的特徴

を指摘できる。しかしC

a層の内部にも，闘

など，入社前職E震に規定

されて異なった職務変化

をとげているものが存す

る等の例外は看過し得な

し、。

この職務変化において，

各鰭労働者が詞じ職場で

働いていた経験の程度を

捉えるため，表3-10を

設定した。表から明らか

なように， A， B b層

においては，全メンバー

が相互に3年以上の共有

経験を有しているが， C， D鰭では，非常に少なし、。階層簡では， A層と B-a，C-a層，

B aJ曹と C-a層， B b躍と C c層などが，共有経験が比較的多し、。すなわち，これら

階!欝簡は，田子類 (A.-.B-a)，洋菓子 (B a'-'C-a)製造職場，などでの共有絞験を

有しているO

第4主主 現在における職場集団の構造

さて，かような点を踏まえて，和生部門の現在 ('77年〉の職場の生産組織としての構造は

一体如向に構成されているのか。フォーマノレな構造については第2章でみたので，ここではま

ず各パートごとのインフォーマルな構造，そのリーダーシップ構造はどのように把謹されるの

か，かかる点の分析を行なおう。
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表 4-1 各職場の労働者の戦場共有療 .3~4年 ⑨5年以上

¥ 
団子類製造場 洋菓子関係製造場

き

包装場
ん

ftf士 つ
込み上iff士込み仕上 lず f士込み 仕上 (f

l:f 

四国③⑥①⑦闇 回目③①①間関⑬闘①③ ⑫⑫⑧曾の@閤 ⑫ 

flま書国|¥ ① 818  ① @ ① ① • 
図 f士 国 ト¥81.  ① ① ① ① @ 

子 込 ⑤ ¥ ① 818  ① 81ot 

場業幸法高益
み ⑤ |¥ @・ ① @ 

f士 ① ¥ 818 
上 ⑦ 内¥• (f 融 |¥ • @ 

間 ¥ 81.  

f士 回 ¥ 818 @ @ @ 

洋 込 ③ 内¥• • @ 

#!; み ② |¥ • • @ • 子
@ ¥ ① • 関
盟 ¥ 係

重品
f土 悶 ¥ • 

i釜 上 ⑬ i¥ 
主易 (f 国 ¥ 

⑨ ¥ 
④ ¥ 818 

@ ¥ ① ① ⑩@  ‘' 
① 

⑫ i¥ @ 818 @ @ 
包
@ ¥ -・ @ @ 

装 ⑫ ¥ 818 • 
土窃 ⑫ |¥ 8 @ 

@ i¥ @ 

国 |¥ 
きんつば ⑫ i¥ 

ここでは，職場共有体験を土台において，仕事上のことで相談する人，全体てどまとめるのが

うまい(と思われる〕人に関するゲス・フー・テクニックの方法で，職場集団としての特質を

分析した。そして，その諸結果が示すものは，当然にも，これまで見てきた職務の性格，そし

て後に見る組合への参与，その他の事情がからんでいるO

表4-1は，吉tr出の表3-10を，閉じ職場で働いていた者向士の年数という点からまとめた

ものである。すぐに分ることは，団子類製造場及び包装場を構成している労働者は，それぞれ

A層の酉，圏， B層の@， @J， @，儲等を中心に，相互にこれまでも間ーの職場で働いてきた

者が多いことであり，闘を除くすべての労働者が，同じ職場の誰かと， 3年以上の共同の職場

生活をしてきていることであるO ところが，洋菓子関係製造場では，近年の増員もあって，そ

もそも職場共有獲のない者間二とが多いが，しかも現在，仕込み部門と仕上げ部門に分かれてい

ることにより，とりわけ，仕上げ部門では，わずかに闇，@が3年の共有歴をもっているに過

ぎなし、。言い換えれば，配転，労働者の新たな入社にもかかわらず，団子類製造場，包装場で
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表 4-2 佼事について相談する人

lx 
団子類製造場 洋菓子関係製造場 き 課 書

仕仕 包装場 ん
つ ~è 

込み上11位込み仕上げ 仕込み 仕上げ
，;1: 

盟|盟 @I@ICD⑦臨四国⑧ @i@四囲⑮盟⑨④ @I@⑪⑫窃⑫悶 ⑫ 
長 長

I士山FみIY 回ト¥010 O O O 

111 f士 |臨 ト、 O O 
二f- 込 ③ [¥ O 
jij'j 
み |⑤ 10 |¥ 。家l

1とi
(1'$1こ 戸¥

〆+ロ4刀牟 上 |⑦ O i¥ 
11' 回 O F¥ O O 

国 |¥ O 
f士
日 (なし)

ii' 
]~主 (なし)

長長
(f中間同士)

子 み トー
(男性なら誰でも)

同
!凶 i¥O Jtrぞ~

製 l盟 ~ H 2、忌岸十 上 ⑪ (なし)
トー

トC吹む2 11' 
国 O O |¥ 
@ i¥ O 

@ 010 O内、
⑫ |¥ O o 

包 のO O 
1
0 !下、 O 

iろ O 

裟 @ (なし)l¥ 。 ¥ 
1易 (職場の人) I~ 
|酪 (なし) b 

O寸|きん )1ま憎め 010 LL~ i¥ 

は，仕事を共にした経験の多い者同士が集まっているが，洋菓子関係では，松互に職場共有経

験の少ない者同士が職場を構成しているO

4 2は，現在の職場生活上で，とりわけ仕事のことで相談する人を示したものである。

全体として，職制の盟，盟，図，そして課長は， 3 ~5 人の相談を受けており，仕事上での

指導性を一定程護示しているが，①，⑦等も，以前，きんつばづくりに従事していた経験か

ら，重量に相談を受けているO また相談をする側としては，機械導入後玄もない由子類製造場の

労働者の多くが，国，閣に相談をしている他，現在の職場に最近はいったばかりの④が職場の

人に，包装機の操作を主担している⑮が職舗にそれぞれ松談をしている。これは，職場を単位

として見れば，国子類製造職場の労働者が留に集中している以外，職場内の人に松談ずるケー

スは，必ずしも多くなし、。とりわけ，洋菓子関係の若手女子は，特に仕事上で相談することが

なL、。そして，各職場労働者の仕事上での職制とのかかわり(相談のもちかけ〉は，洋菓子関

係「仕込みJが1名(盟)， I仕上げJが2名(国， @)，包装場が3名(@，ゆ， @)という

ように，特に洋菓子関係では，結びつきが弱いといえよう 9 ところで手「職場をまとめるのが



中小念業における労働者議機}替の生活史と験場集団の構造 111 

表 4-3 戦場をまとめるのがうまい人

lt: 
団子類製造場 洋菓子関係製造場 き諜 建僚.主

仕込み仕上iff士込み仕上げ
包装場 ん

仕込み 仕上 t1 つ ~c 
ti 

立3国⑤喧)①⑦鹿 園田⑧②窃盟国⑬回⑨④ ⑫⑮@!@!@!@圏 ⑮ 
長 長

団 ff 11 1141みiず 国X O 

-→ J 
f士 国 oi¥ O 

類
込 ミむ。[¥ O O 

み ⑥ (皆、殺人だからしミない)
製
f士 ① (和ができている)

i芝 上 ⑦ O ?¥ 
主君 t1 圏 O |¥ 

f士
|盟 ¥ (なし)

;学
間 O N 

込 ⑧ I~ (自分)
長良

② (自主的に補い合う)
子 み

③ 戸、
隠

国 司、(自分)
係 {士
裂

盟 ヘ
法
上 o (なし)

f易 t1 
自 O O |¥ 
@ (なし。皆ノfフパフ)

@ 内、
@ |¥ (皆で杓談)

包 @ 01"¥1 
@ O i¥ 

装 @ (特になし)

@ ト¥
場 @ ヘ
題 ¥ 

きんつば ⑫ (適当に合わせる)¥ 

うまい人j について表4-3によって見ると，職制の国，間が特に閏子類製造場のほとんどの

労働者によって選ばれており，①も「和ができている jとしているが，全体的には，選ばれて

いる人は少なく，特に洋菓子関係ではほとんどいなし、。ここでは，役職の地位にあるものが選

ばれておらず，③，国が「自分jと答えている。ところが，包装場では， 61才の盟が選ばれて

おり，その翠はいろいろなことを「皆で相談」するというように，仲間同士のまとまりでも

えるものを見出し得る。

以上のように，団子類製造場，洋菓子関係製造場，包装場の各職場は，著しく異なった集団

的性格を有している。団子類製造場は職場共有援の長い労働者〔とりわけ， A， B層の〉から

なり，図が '77年導入の機棋を使いこなし仕事上， まとまり上でリーダーシップを発揮して

いるのに対し，洋菓子関係製造職場では，新しくはし、った労働者や機械化で配転された労働者

cc， D麗の〉が多く，またデポジッターから流される原料をこなす単純作業において，ほと
んど仕事上での棺談がなされないこと。そしてまた，⑧，盟など作業の速い者が i自分Jとい

う他，職場をまとめる Pーダーが存せず，各自バラバラであること。さらに，包装場はB層の

職場共有罷の長い婦人労働者で構成され，機械やきんつばを扱う@，⑮が職制に仕事上で相談
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する飽は，特に相談することもなく皆で手作業がなされ，⑭ら年配労働者を中心にまとまりを

もっていることO およそ以上のような特賞が存する。

このように，洋菓子関係製造職場に端的に見られるごとく，従来の熟練者統括的職場集団

が，機械主導的作業集留に変わってくる傾向が存する。すなわち， A層，図，闘に見られるよ

うに，従来の手職が意、味をなさなくなる中で，国は機械への新たな対応，そして組織統括の努

力を行ない(なお，監はまだ'77年導入の機械には慣れていない)， B層の婦人労働者を多く有

する団子類製造織場のそれまでの職場共有経験を土台とした人間関係を維持しており，また，

包装職場などもB層婦人を中心としたこれまでの職場で、の人間関係が存しているが，洋菓子関

係製造職場では，明らかに，熟練者，役職者が若手層を多く有する職場集団を統訴し得ていな

し、。

組合のりーダーロ職制の職場組織におけるリーダーシップは '77年機械導入のもとでその

技術的基礎(とりわけ「仕込みJ部門における熟練〉において変化し，そこでの彼らのミ年

期ミを土台とするよりも，よりそれまでの職場での人間関係のミきづなミに基づく， B騎婦人

のフォロアーとしての寓性に依拠するものとなっていること，従ってまた，若手新入躍に対し

ては，被らの作業上でのリーダーシップは，ほとんど発揮されていないことを指摘できる。

第5章職場集団と労働組合運動

以上，前主主において，和生職場を事例にして，各バート毎の職場集鴎の構造を明らかにして

きた。その際，労働者の職場共有歴を重視してきた。

ところで，労働組合運動とのかかわりでこの問題を捉えなおすことが本章の分析課題であ

る。ここでも，職場での労働者各層の労働組合員としての共有体験，すなわち現実にA製メ γ

労働者にふりかかっている諸矛盾をどう綴織として解決してゆくかが，大きなウェイトをしめ

る。しかしこの問題は，当然にも労働組合の組織化過程まで含めて論じられる必要がある。

第 l章でみたように， A製バンにおいては，労働組合組織の結成は，各職場の中でのあまり

にもひどい前近代的労融諸条件の改善を求める自治会結成の動きに始まり，それは職場をこえ

るA製バγにおける労働組合結成の動きとなってあらわれた。それは労働者の協働形態のひと

つの食業内における具体的な立ち現われ方で、あったと言える。

和生部門に問題をしぼった場合，それは一体どのように立ち現われているのか。かかる点か

ら本章の課題に接近していこう O

第 1節 組合運動における諸階層の勤向

まず，労働総合組織においてのリーダージップの構造からみてみよう。

(1)表 5-1は，各期の組合役員になっている者を見たものであるが，ここから明らかになる

ことは， A層，そしてC-a層が主要な役割を果たしていること，とりわけ， A層とC… a

の「熟練形成型TIJの職涯をもっ者(固など〉がリーダーシップを発揮している。

F熟練形成型IJの翻なども第班鍛に代議員をしているが. iしないとやかましくてJしかたない，とL、

う消極性をもっており，間も「頼まれてやったことJとしている。

すなわち，彼らは先に見たように入社時には独身で，菓子関係職の経験をもちながらも10年

以下の者達で，それまでの徒弟的な経験に加え， A製バンの初職務でも先輩との関係で苦労し

て来ている者達である。
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表 5-1 各郊の組合役員

組合の各郊( 第限期 ('68~'71) I 第置期 ('η~'75) I 第N期 C'76~ ) 

p 

表 5-2 各層の組合各郊における学習会，集会，大会への参加程度(執行委員長，翻委員長は除く〕

組合の各期 第頂期 ('68 ~ '71) 第直期 ('72 ~ '75) 第N期 ('76- ) 

p 

表 5-3 各期の参加程度の事例

日-a ② JI 1組合事務所があるなと思った位。メーデーなんかはみんなと行った。」

(消極的) m 1ストなんかには参加せざるを得ない。J
N 1仕事のあとの活動はきっL、。でも出ろと言われれば出る。J

B-b ⑧ 斑 「出席できない人は漂白言撃を提出させられた。最初は何でこんなのに出なければなら

(消極→穣緩) ないのかとイヤだった。しかし， '74闘争以降は必ず出る。」

N 1三度のごはんと同じだと思うようになった。j
C-b 園 班 fあまり島奇心がないあとについていった位。J

(胆?〉⑧ m 1学習会，集会氏子供のめんどうみ亡くれる人的、ないと行けないo 予防つれて
(消極的〉 いくと話を聞いていられないので，条件の許す限り。J

(2)第二に，表5 2は，学習会，集会等への参加稼震から，各層の組合活動へのかかわりの

積極性，消様性を見たものである。見られるように， B層の婦人が第E期の観争期に積極的に

かかわるようになったことが特徴的であるO 例えば，表5-3で事倒的に見る毎く， B-b層

の⑮は，第盟期の「最初は，何でこんなのに出なければならないのかとイヤだった」が， 1'74 

関争以降は，必ず出」ており，第N期には「三度のごはんと同じだと思うようになったJと

っている。

このように，第五期から第N期へと， A， C-a層の「熟練形成型llJの職肢をもっ者のリ
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表 5-4 第五期 ('68~'71)における各濯労働者の綴場事訴徹と組合活動評価及び学んだことの察側

鴎 CB 52才，他職種迂回. f羊生→あん)

「洋主主では，若い人ばかりで、話会わすε。和生は良かったが，一人，磯人上がりの人は良くなかった.J
「工場長のコネで入社したので，給料l工学分だった。総合に認して解決。組合はやっぱり良いと怨、

った。j

闇 (C-a 47才，熟練形成1.あん〉

「山奥工場は，独得の雰悶気があって，組合遂動には穣緩的でなかった。」

fA製パンにはいって初めて組合運動をやった。代議員になったのも頼まれてやったことても，総合
i活動には余り関心なかったけど，総合はL、ぃ。J

盟 CC-a 35才，熟練形成1 どら焼，カステラ〉
「会社側の介入があったため，気軽に口がきけなL、。半分伎は分裂郊で，築会があっても出ない者

が多い。J
「組合関係の本を読むようになり，他の労組からの指導もあり，自ら活動家としてどうあるべきか

を考える。J

⑩ (C-c 25才.A拠パン初級，どら焼〉

「女性の権利が守られていない。」

「良かった。いろいろなことがわかった。組合というものがわかった。j

② CB…b 57才，主婦初磯，務理〉

「遅番号 8 待半までなのに 9 待まで仕事.~業つけてもらったことない。誰もなんともきわない。こ

ういうものだと思ってやってきた。J

「ただついていくだけ。{動く労働者に対してはいいことだ。委員長にもいろいろくわしいことを路

かされると，一つ二つかみとれることもある。」

ーダーシップのもとで.B層の中高年婦人膚のエネルギーを引き出しつつ活動が展開されたと

いえるのだが，このことの内突を，各層労働者の各期における職場評価と組合活動評価，組合

活動を通し学んだことを捉える中で今一歩深めてみよう O

表5 4で事例的に示したが，第五期の結成期では.B震@.C-c居⑬が示すように，長
時間労働，職場における職人の権威等のもとで，婦人はとりわけ未権利状態に翠カ迫れており，

消極的についていく形での組合参与であれ，そこで組合の意義を体得してきているO また「山

葬工場は，独特の雰間気があって，総合運動には積極的でなかったJという C a 

にもあるように，各職場において組合活動への積極性は異なっており .A摺のいた駅前広は特

に穣極的である。この期.A層.C-a層の一部(関など…ーこの期目は，自ら総合関係の本

を読むなどして「活動家」たらんとしている〉が中心に.B隠の婦人やC-c層の若手の要求

を紹織し.C-a憶の熟練罵をもまきこんで，職人の特権賃金ぞ職場支配を訴する取り組みを

してきたのだといえよう O

第E期. rピ、ノレイ七Jに伴なう人減らし「合理化」攻勢の中で，その主要な対象とされたお層
の婦人達は，表5 5に示すように配転された②，⑦も仲間が去っていく中で.A摺.C-a 

層圏らの「職場を守る」という点での徹鼠した職場活動の方針をとっている執行部に結集し，

「団結」や「権利妨衛」の必要性を学んでおり，この期C c腐ら も，ゆが「初めてだっ

たから真剣。どんなつらいことがあってもやっていこうという気になったJといっているよう

に，執行部やB隠の婦人と共に闘って組合に結集しているG 他方.C-a騒の「熟練形成型

I Jの闘などは， r政治的な留では勉強になったJとするが，比較的間接的な参与をしており，
回も「職場がしっくりし、かない」という形で問題にしているなど，この期の闘争に切実にかか
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表 5-5 害車競 ('72~'75) における各層労働者の験場評価と組合活動評価及び学んだことの事例

騒 (C-a 35才，熟練形成n:.洋菓子関係「仕込みJ)

「仮席者躍で仕事:がなくなり，余った人速は別な仕事をした。やめていく人も出，女性は家庭にもど

久男性は仕事がなく，不安が増大した。やめていく人に説得した。J
「自分の磯場，自分遠の職場を守ることが全体の生活を守ることだ。j

回 (C-a 47才，熟練形成1.あん〉
r'74劉争以前は， 労資閣のマサツはあまりなしぬるま詰きにつかっているようだったが..74闘争

でがぜ、んマサツが大きくなった。駅前から山奥に来た人は，潟争に関心が言語しもとから山奥にい

た人は，そうでもなく，職場内が， しっくりいっていない感じ。」

③ (B-b 56才，主婦パート転々，包装〉

「年喜己競人を対象に会環化(人員整理，配転〉がなされたが，私はずっとここにいる。ここは何も

変わらない。みんな組合に結集。一生懸命にやった。J
「組合に結祭しなければならない。バラバラになったら権利守れなL、。みんなと符じ行動をとる。

仲間はずれにならない団体生活安。働く人は皆同じだ。」

⑦ (B-a 40才.A製パン初験，笑淡盟主売→E君子類「仕上げJ)

「みんな劉と動擬していたが，それぞれ強くなった。発言のなかった人が思うことをきうようにな

った。学習会に尻ごみしてた人がいくようになった。J
「これまで働いておらず，組合も知らなかったため，学留会苦痛だった。そのうち，働くだけでは

なく，学溺しなくちゃいけないと思うようになった。女性の権利問題にも関心が出てきた。」

③ (C-c 30才.:i.嫡パート転々 ，実演販売→匂袋〕

「ピノレ化闘争のl時は，やめる人はやめてしまい，残った人がli1l絡してがん張った。みんなが一つ。J
「初めてだったから真剣にどんなつらいことがあってもやっていこうという気になった。」

わったとはいえない。

ところで第百期になると，新入のD麗を含めて， r一時金」開題を焦点とした新たな国難へ
の対応の相違が，各層を特徴づけている。表5 6の諸事例から見られるように， A， C-a 

震のリーダーは，闘が「会社に個人財産がな」く， C賃上げ額の低下は) IT観点dlcr中小企業
における労働総合運動の新しい観点j) の正しさを篠認」するものであるとし，臨が(一時金

問題では)， r若い摺に先走る傾向があ」り， 1"企業内の枠でしか考えない」と言うように， 1一
面共騎，ー函闘争」の立場をもって 1一時金問題Jに対処しており，留は，この間題におけ

る「理屈抜きの支持層 CB層婦人)Jを示すものの，闘が 1'76年の内部問題の時，会社にも行

けず，夜も眠れず，仲間も信頼していなかった。一人一人の分析までしたJというような深刻

な事態が存していたといえる O 一方， B層では， 1三役~信頼している J C①)， 1"若い人にも
賛成できなしづ〈③〉等，これまでの総合活動を過して培われた，執行部への信頼がみられる O

しかし， B層の中でも比較的年令の若い⑥は， 1執行部の硬霞化J を指摘しており， C-c腐

の⑭は， C一時金以降)r物も言えない感じ」であり， C何か抗議すると)rあとでつきあげをく
うことがあJり， 1つきあげ集会が多いJこと，そしてこれ以降，執行部への「信頼関係が消

えたj こと，そしてこれに対しても「オバちゃん達は何も言わない」ことを指摘している。さ

らにD躍では，⑨が「執行部は自分違のまちがし、を認めない」と批判し，⑧が「人を信用して

はいけないということ」を学んだというように，執行部への批判はより直接的である。

すなわち，表5 7，表5-8で概括する如く，第霊期及び第N期での組合活動を通して

んだことの傾向の違いは明畿であるO すなわち，第渡期には，各層とも「政治的展望j， 1職

場を守る必要性J， 1組合一団結の必要性j， 1"学習の必要性J等を学んだとするO いわば組合

活動に対する肯定的評価が多L、。しかし，第N期になると A，B層， C-a層騒が， 1会社



116 教育学部紀婆第 341ま

表 5… 6 第N期 ("76王手~ 〉における各}翠労働者の職場評価と総合評価及び学んだこと。

臨 (A 40才，熟練形成豆〉 一一回子実質佼込み， {土上げ

1'76王手の内部問題の時，会社にも行けず，夜も仮れず仲間も信綴していなかった。→1人 l人の分

本fj'までした。表い際に先走る{頃向があった。企業内の枠でしか考えない。」

悶 (A 39才，熟練形成JI)ー悶子類仕込み

1'76 W一時金Jでの妥結額をめぐに内部闘争。若い腐7名伎やめる。理屈抜きの支持層もある。J
f会主主に個人財皮なしp 赤字 l億5，000万円。 W観点』の1Eしさを確認。」

① (B-a 48才，主婦パート転々〉…一回子類仕上げ

「昨年暮から動揺。私は勤務しなし、。私主主年寄りは，普段の笑行から三役を信頼している。」

「三役について行けばまちがし、がなL、。やめていった人は，理論ばかりで行動がなっていない。J
③ (B-a 58才，主婦初綴〉一一洋菓子関係仕込み

「王子い人にも賛成できない簡がある。権利を主張して通してきて。職場が動揺する麗もあった。J
@ (B-a 46才，主総パート転々〉ー匂裟

「一一」

「主主の中が変わらないうちは私等良くならなL、。会社が良くならないと給料が潟くならない。J
⑥ (B-a 42才，主婦初級) -s君子類仕込み

「去年の秋の定期大会後，指導部がバラパラとやめた。去年，予守綴部解散し，青年部1，婦人部にν

信頼していた人がやめていく。」

「執行部の硬直化。若い人が{中びないoJ
闘 (C-a 35;才，熟練形成瓦〉一一洋菜子関係仕込み

「組織が金銭面のことになると，包先の事に走り，内部分裂に。三役に批判祭中。だがそのうちに，

三役側の主張が玉虫解されるようになった。j

「組合としては，もとにもどったと見ている。昨年のことは，通り雨のような気がする。しかし，

まだ問題は残っている。J
⑧ (C-c 30才，主婦パート転々〉ーきんつば製造。

「去年の秋開あたりから。ゴチャゴチャ。たたかい方がおさえつけられたという怠識がある。組合

のいう通りではイヤ。J

「去年の秋i矧あたりから， 中年の人のずるさを教えられた。人に合わせることばかり (50代〉。伎

若手の面でもす、るい。」

⑩ (C-c 25才， A製パ γ初戦〉一一洋菓子関係仕上げ

「物もぎえない感じ。あとでつきあげをくうことがある。民主主務がほしいといった人がやられた。

つきあげ集会が多い。J
「僑頼関係，主主主F消えた。定鍛大会での翁任問題から，執行部が『クーデター』だと寄った。オパ

ちゃん達何も言わない。j

⑧ (D 22才，未婚女子〕ーー洋菜子関係仕込み

11渓車真関係が窓くなった。J
「人を信用してはいけないということ。J

⑨ (D 22才，米婚女子〉一一洋菓子関係仕上げ

ド76秋闘でのこと→執行部へ不満。j

「執行部は自分遂のまちがいを認めない。」

の経営難J(回)， r広い視点に立つことJ (盟，@，闘)， i執行部の正しさJ (①)， 1若し
の製界J(③〉等を， とりわけ若年層への批判を含め，指摘しているのに対し， C-c， D層

では 1執行部の限界J(⑧，⑨，⑮)， i中高年婦人の限界J(⑩〉を学んだというように，

執行部や中高年婦人に対立する視点が浮き掘りになっている。もっとも，この揺においても，

B層婦人の一部(③，@，趨)，そしてC-a層の「熟練形成型1J (盟，間，盟ら〉等は，あ
る程度独立的ではある O そしてこのことは，表5-10に示すように，現在組合運動で頼りにす
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表 5-7 第藍期 ('72~'75) の総合活動会通して学んだこと

なし

D 

表 5-8 量~N期 ('76~ )の組合活動を逸して学んだこと

「刊一一十一イート一一
る人は誰か，とL、う答えにも明療に現われており，阻，悶等組合の現三役を選択する者は， D
震の「若手専属jの固ないし，委員長のってで入社した毘以外，すべてB層の婦人であるO

以上のように，現段階における，組合活動とのかかわりでの各層の関係の特徴は，指導!替の

A層そしてC-a層の一部とB層の結合に対し， C c， D騒が対立し， C-a腐の「熟練形

成型IJがまた特別の位置にある，という点である。このことはすなわち第r.ll期に職場の

「近代化」を果たし，第直期にとりわけBJ習に顕現した矛盾とよく闘い得た指導部が，第百期

以降のC-b， C c， D語ら若手のかかえる問題に対処しきれていないことを示すものと思

われる。

第 2節諸階層の労働過程，賃金の諸問題

このことは突は， A~Dにいたる各層が(そしてまたそれは，前述の職際パターンの相違を

基底にもつものであるが)，現在の職場の労働条件を如何に受けとっているか， ということに

深くかかわっている。特定の職務変化をたどる各罵労観者の現夜の職場は，関5-1に示す通

りであるが，それをここでは第一に職場での労働過程上における技術習得，困難点，満足度に

ついて，第二に賃金における満足度，このニつを指標にとってみてみることにするO

まず第一点について事倒的にみたものが，表5-11であるO すなわち，

あん製造を単独に受けもっている C a層圏は，従来通りの作業のもとで，以前に獲得した

技術を仕事に生かし， rまあ満足Jとしており， '77年導入の機械操作を単独に受けもっている
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表 5-10 総合逮動で絞りにする人

に A

C 
C-a c-c D 

b 

国留①②③④⑤⑤⑦⑫@!@!@⑫@盟国ア図
国 ⑬⑮  国|回国③iφ

A IE|削 O 

① O h 
② O i¥ 
③ ¥ O 

B-a ④ O i¥ O 

@ O i¥ O 

⑤ |¥ 
⑦ O i¥ O 

@ |¥ 
@ i¥ O O 

@ O |¥ O 
B-b 
@ O ¥ 
⑮ O l¥ O 
@ h 
罷 O O |¥ 
悶 1¥ 
C-a 困 b 
回 ¥ 
国 ¥ 
C-b 醤 l¥ 
C剛C
。 i¥ 
⑮ ¥ 
日 O O !¥ 
回 O |¥ 
D 函 ¥ 
をむ |¥ 
⑨ |¥ 

は
和菓子関係単独作業場 洋菓子関係仕込場

j学葉子関
国子類製造場 包装場(ニ階)

仕上場

A開 1 I A“ 2 I A-3 B 1 I B-2 B-3 A拘 4-(1)IA拘 4-(2) A句 5ベ2)1A-5 -(2) 
あ ん カステラ ど造ら場焼 洋菓子)jji 洋菓子 仕洋上菓子げ 仕団込子類み 仕関子上類げ ばき製ん造つ 包装場製造場製造場製 料型つけ 仕込み

!A!!-車京 〆 回 国¥国 国胸¥焚任者

熟練戦 L宝/ 国リ/ごC-と~¥ 111 当 C寸

若手専属 回訪 i器J九百 フ毛三空)
機一持点f主主ヒ

当要量議
レ/

¥ 

機一械手日化生 -.-/7 駅空①/  戸?¥
婦人包装

L陛-a 

そのf也 ¥0 -.~-巴て占

ι一 一一
関 5-1 現職場一機務を構成する労働者の種義務変化類型と各層の位蜜
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現在の労働過程(技術習得/困難点/満足度〉についての事例j

A-1.あん製造場 A ベ21 包装場
図 (C a，47才，熟練戦拐当) 。(B-a，55才，総人包装)
「技術は、身につけていた。/あんの悶さ、やわFらかさ、まさ憾の入れ方に気をi主う。/仕事磁 「まわりの人とー認に捜索。/絞1躍を覚えるまではささ労。/みんなで殺しくやり満足しているり

では、技術を生かせるので、まあ満足。J
表 5 叫 12、職場生ì~時間の事例
B 

B -1 洋?喜子原料型つけ場一一'77年機械化 llil 

図 (C b， 22才，若手専属)

F機械濯に教えてもらう，/作業手瀬的表を見ながらする。もずかしく奇い。/この機械を最

初からやっているのは自分一人なので、議足しているり
グコ
iす

B 2， i主菓子!喝係仕込み場
B-2 
窃

[jjJ (C a， 35才.熟練 m 草壁任者)

F技術li、lil;f以前に欝得。/カステラには気を使うが、特に草壁かしくない。/良い品物がで

きるとうれLい。J J 

ン

③ (8-a， 58才，機械化一洋生) 1-

「洗いとかカマ入れでむずかしく苦い。/瞬、場が告ごやかでi詩珪Lているり
③ 自:10 9曲 11:45 1:曲

ニコ5時田二こ仁話一00 人}ー-Jト 一一一日-14ニ=ニホ?

B-3 洋菓子関係仕上げ場 合着社段f事のi取ムオりットわり オムレットの皮を焼く体み エクレアのシュ を焼く (残業海社

⑨ (D， 22才，機械化洋生) 高 [手措いているときはどら焼]

「技術は先輩にあ、そわる。/機械になって単純作業だからむずかLくない。/仕事!こ不満はな
レ

ない。/1士事はなんでもやるu

A-4 -(11 関子類仕込み場-'77年機械化

国 (A，40才，熟練ー寅任者)

r2日務、講習を受けて教わる。/機械に賓わった降、苦労。うまくこなせず、良い製品が
A 4-恥(j) 8:25 11:冊 12:曲 15 11:15 4:30 5:冊 6 :田
留 一ーサ F ド一一一ム一一! L 入一

できない。fi!I子機に手をはさんだこともある。/一番忙しい職場で、機械化によって人がパラ 差着 問子、大揚づくり語 事食 体み 焼物 与治、 書
パラになって、組織上筒廊。J ん

⑤ (B a， 49才，機械化一和生)

屯3から教わる。告しの時間でマスター。/手をはさまぬよう置をつける。/満足している。 ③ 8 :0530 10:冊 11:叩 12:田1:田 a:叩， 5:曲
"=::;:;1 

丸10年の仕事。J 合著体恕 大揺まるめる団子仕上げ焼 物件み焼物 銭控上げ退
(笠入れ) 社

A-4叶21，君子類仕上げ渇

I1!l(C-a，39才，熟練費任者) A-4ω{Z) 7:00 05 12:冊 1:曲 6 :30 
図 一一会こLJ k=-J  ι-J  

ru吉すから身につけていた。/焼き共合が態え、いろいろ研究Lている。/満足Lてはい辛い。 ま~ 事分1t 因子類仕込み 体み 焼物 (退

技術をいろいろもっているので洋生なんかもやってみたいり
{ふかず吋つ() 残議 本土

IU 
① (B-a， 48.1'，機械化句利生)

f錦の職場の頃からいろいろやっ tいた。/慣れると簡単主仕事。/寺町従事の方が身体を動
① 8 :05 30 9:聞 12曲 1:00 3:叩 5 :凹

LJ~ふ

かせるので島いoj 著全社 家校書削号 板主同f量t せいろ用意 ふかす
体み 焼物 材料裂つけ

ま軒ふるい

5-11 表
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C-b 層圏も，仕事には「満足しているJとするO 他方，機械化によって洋菓子の「仕込み」

に配属されたB-a層(図に示すように，包装関係のB震をB b層とし，その他B謄婦人を

B-a層とする〉③も，仕事はむずかしくなく，むしろ「職場がなごやかで満足してJおり，

f仕上げjに配属された未婚のDJ欝@も，仕事は単純作業でむずかしくなく，そもそも「仕事

は何でもやるからJ不満はない，と労働そのものへの意欲を示しているO ところが，機械によ

って従来の技術をそのまま生かせなくなった団子類「仕込みJ場のA層盟は，責任者でもある

ゆで，機械をこなす間難さ，良い製品ができないことに不慌をもち，また機械による従来の作

業集団の秩序の変化を， I人がバラパラになったJと表現している。しかし，鹿接機械を扱わ

ないB-a層⑤は特に不満をもたなし、。団子類「仕込みJ場でも同様に，技術をもっC-a)費

国は， もっと技術を生かしたい希望をもち B a膚①は慣れた作業に一定の満足をもってい

る。また匂装職場のB-b麗@は，皆とー絡に仕事をすることに対し，満足をもっている。

以上のように，一定の技術を生かせる職務についているC-a層盟や，若手で専属作業に従

事するC-c)曹盛等は，仕事自体にまだ一定の満足をもち，また機械導入のもとでも従来の補
助的な単純作業としては変化しないB層の中高年婦人もことさらに不満はもたないが， I仕込

み」部門への機械化によって従来の作業様式が大きく変わった所の熟練者~， l孟等は，機械に
よる作業に対する不満をもっている点が明らかである。層的には，AJ麗 C-c躍の熟練者が

こうした仕事の変化に直面している。他方， D)替の女子は，機械化のもとで単純作業に経験な

しに箆萌し，特に満足とはいえないまでもそれに打ちこんでいる様子が見られる。

また，表5-12によって，事例ケースの職場生活時間を見ると，熟練一寅任者のi週，図，ま

た団子類の⑤などは，一日のうちでも「仕込みJや「仕上げjの焼物など全搬をしていること

がわかる。これに対し，洋菓子関係は， Illi，③に見るように，閉じ作業を一日中しているO

ところで第二に，これら諸階層の現状評価を，賃金評価という点から見てみるならば，低賃

金を反映して， 29ケース中22ケースが「安いJとし 「まあまあj とするものは， B層の 3ケ

ース(①，⑫， @)と C-c層の⑩のみであるO しかし，現在の賃金体系については，表5

-13に示す通り， 15ケースが「良いと忠、う JとしているO ここで， A層とC-a層の評舗が異

表 5-13 給与体系に対する評価

3十 15 4 2 2 2 4 

第 3節 現段階における諸階層の関係と組合組織の問題

なり C-a層には不満を

もっ者も多いことは，注目

すべきであるO ま'た D
層， C b)替にも不満が多

く，現在の賃金体系は，

A， B， C-c層の支持を

受けていることが分る(次

簡でより詳しく検討する〉。

このことは，第4章でみた和生職場の職場集団構造の立場に立ちかえってみると，組合の各

職場を単位とした組職化過程の問題として， A~D層の入社年次の相違による矛盾を含みなが

ら，次のような問題を突は提起しているO

すなわち，これまでみてきたことを，労働者諸階麗の立場から， 各属が '77年機械化以降最
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奇襲 5-14各!替の関係構造

層
'77機械化のもと

職場集団
総合・対立 賃金体系

で、の労ii，j 内部 外 音2 変 イヒ

回→機械をこなす努 まとめる努力
A カ O トー O 

留→うまくできず ド半臼組合

E)→技術生かせずor=:相普互通パラバラ 一C-a × い-与一 O 
回 →単純作業 ド相互バラバラ
日→従来通り ドなし
日→従来通り ド相互バラバラ b一一トー

C-b 盟⑬、/単独作業 付なし

× × 
C-c 
⑬ 単純作業 吋目立バラバラ 」一

単純作業
4い同町一

B-a (従来通り)
時まとまる O × 

〉一吋

B-b 従来通り ゆまとまる O × 

D 単純作業 場籾瓦バラバラ メ
>-ー

× 
>-一一一一

昇

防
上

下

的
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リ
d
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nrb側
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非
O
×
 

かれている状態として，労働，職場集団に関し，表5-14によってまとめると A閣の聞は，

機械会こなす努力，職場をまとめる努力なし，ある程度効果を上げているが，国は，半日組合

活動をしていることもあって，機械をうまく扱えず，職場での影響力も薄くなっている。 C-

a穏では，技術を生かせなくなっている盟，国らがおり， [171，毘は従来通り技術を生かせる

が，彼らの職場集団における影響力はやはり薄くなっている。 C b， C-c躍では，単独作

業を行なう[j]i， @，機械化のもとで単純作業をする⑮等がいるが，彼らも職場では，相互にバ

ラバラな状態にあるO ところが， B a， B b層では，機械化のもとでもほぼ従来と似た作

業内容であり B a層は，眠らの指導のもとで， B-b層は自分連のうちで，職場にはまと

まりが見られる。他方D閣は，やはり単純作業念行ない，職場では栢互にバラバラな状態にあ

る。従って '77年以降の特設として熟練をもった者の労働内容の機械化による変化と職場集

団の質の変化が存している。その中で， A躍とB層(とりわけB-aJ欝)は，その内部でも，

また互いにも，従来の関係の上に立った融合関係が見られるが C-a層と C-b，C-c層

の関，またC-a鰭とひ層の聞には，職場における非結合の関係が見られ，さらにまた， D層

とち a閣の需にも密な結合関係はないことを指摘し得る。この結果，図5-2に示す加し



122 教育学部紀著書 損害 34号

G 
---

歯 5-2 各)設の相互関係構造

CB 

時一→総合

〉一一〈非結合

時一一券結合可能性

C-a層，そしてA層ヨ層に対して， C-b， C-cJ曹及び、D膚の立場が似てくる傾向を指

摘し得る。そしてこのことは '74年以緯の賃金体系変化の開題が呼応している点をも看過す

べきでなL、。すなわち前出の表2 3からも明らかなように，変化した賃金体系は， A， C-

aJ曹の経済的地位を相対的に上げ¥他}欝，とりわけB層の地位を下げているO しかしこのこ

とが必ずしもストレートに評価に結びついていないことは，先の表5-13に見られる通りであ

る。

すなわち， この給与体系を推進した国，盟， B層のほとんどの中高年女子 C謄女子， D躍

の若手男子は「良いと思うj としているが C-a騨の技術をもっている閤，図やP層⑨など

は能率給の導入を希望し，年令の舗に勤続年の長い者はそれぞれ自分達男子，あるいは女子が

安いと評価しているO すなわち，現在の賃金体系は概してB鰭女子に圧倒的に評価されている

点、が明らかである。 B層がこれを評価しているのは，これまでの組合活動での史的な経験や，

なお他企業よりは良いという点にあると考えられる。相対的に上がったとはいえ， C-a層の

熟練をもっ者の不満も存しているO だが最も切突なのは 6万円程度の賃金で， r結婚もでき
ない」という C-b，D層等若手の不満であろう。ここから，賃上げや，能率給導入への要求

も出てくるのであり， A， B 騨への対立点の一つの内実をつくっている

このような点から見ると， A， C-a (熟練形成型宜〉層とB層の結びつきを中心とし，

A， C-a層の組合功労者を職制に推せんしている現在の組合体制は，賃上げが非常に抑制さ

れている， そして機械化(とりわけ '77年の〉によって作業内容が大きく変わった現情勢のも

とで， C-b， C-c層， D層，そしてC-a(熟練形成型1)層の職場生活上の諸要求を必

ずしもくみあげ切ってはいないといえよう。ここに第N期における内部対立の一つの根拠があ

ることを指摘することは，おそらく容易であろう O

ちなみに.ここには，労働組合の活動上で顕現したた世代主主ミ (すなわち，高度経済成長以前戦後第I期

の民主教育を受けてきたA. C-aJ習と，高度経済成長の中で育ってきたC-b.'C-c. D腐という〉の

問題も存すると考えられる。これら若手層は，流動化の増大した社会の中で，すでに形成されているA製パ

ン労組に期待してきた単身来札際(とりわけD層〉であり，それだけに組合への期待は大きいものがあった

と考えられる。

第 4節 組合活動を過しての社会関係の変化と階層的対立克服の要求

ところで，当然にも労働者各層は，組合組織の内部での}欝的対立を有しているのみではな
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い。そこには，各層の労働組合活動を通しての「成長J，そして彼らの組合活動を通しての社

会関係の変化がやはり明らかに存しており，さらにそれを基点にしての層的対立克服の要求が

存していると見なければならなL、。

すなわち，表5-14，表5-15から，単に第N期のみならず，組合活動全般を通しての，最

表 5-14 組合員になって最も学んだ点

C-c 

D 国

も学んだ点，最も良かった点、

を見ると， C b， C c， 

DI替の中でも，⑧が人とのつ

ながりを学んだとし，ゆが社

会のことを考えるようになっ

て良かったとしているなど展

的矛盾の中でも，何かの成長

を自覚している O さらに彼ら

は，組合そのものに否定的評

⑧ 

⑩ 

⑨盟

表 5-15 組合員になって最も良かった点

C-c ⑩ 

し

価をしているのではなく，表 D 回 ⑨ |⑧ 

5 -16に見るように，組合の

現体1IiUの改革(すなわち，三役批判を土台に，組合内の意見集約上の開題等，組合の現在の運

営の仕方の改革〉を志向しているのであり，組合員の意見をもっと尊重すべきことを組合に望

んでいる者は， B層やC-al習にも決して少なくはないことはあきらかであるO 労働者ーの潜的

対立克服の要求は，各層のうちに存しているといえよう O そしてその基底には，表5-17に示

表 5-16 今後総合に望むこと

な し

調

②④ 

題

C-c ⑩ 

D ⑨ 固 |⑧ 



第 34-1ラ教育学部紀礎124 

。特に変わったもの

¥民¥ ~ケ~ミ~子項¥ 自 a b c d e f g h 1 k m n 。

園 。 。 。
A 間 。 。

国

① O 。 O 。 。

② 。 。 。

③ O O O O 

B-a ④ O 
⑤ 。 。 。 。 。

B ⑥ 

⑦ 。 。 。 。 。 。 。

。 。

O 。 O O 。

B--b 
⑧ O O O O O O 
③ O O O 
⑧ 。 O O 。 O O 
⑫ 

国

回 O O 。 O 
C-a 盟 O O O O O O O O O O 
賜

C 間 。 。 O 

C-b 国

C-c 
⑩ 。 。 |。

⑧ O 。 。 。 O O O 

⑧ 

⑨ 。 。

D 盤 。 。 O O O O 。 O O 
翻 O O 
園 。 。

5十 14 8 10 4 5 9 16 4 12 4 2 O 5 1 。

{u変わったもの総合活動を透しての社会関係の変化5-17 表

験場の仲間と認す機会が多くなった。

職場の仲間と何でも本当のことを話せるようになった。

組合役員とよく話すようになった。

機場の役員とよく話すようになったo

i留を飲む機会が多くなった。
組合の資料や機関紙をよく読むようになった。

テレピや新開等で社会の動きに気をつけるようになった。

社会科学の本，雑誌を読むようになった。

家族と話し合う中身が変わった。

会役以外の人とも付き合うようになった。

参加する間体，サークノレが多くなった。

見る日央商， テレビの番組が変わった。

休日の過ごし方が変わった。

その他。
何も変わらなL、。

a
b
c
d
e
f
g
h
i
j
k
i
m
n
o
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すような，各層労働者の組合活動を通しての社会関係の変化が存する点を看過し得なL、。すな

わち，各層を通して，マス・コミ等を通しての社会の動きに白を向けるようになっている者は

非常に多く，彼らは，自分達の諸問題をより広い射程で捉える資質を，組合活動を通し培って

きているといえる。そしてこうした点に依拠しながら，内的な層的対立を現実に克服する方途

を探らなければ，表5-18に見られるごとく， C-c， D閣の若手層の企業への定着は困難で

あるといえよう。 A製パン労働組合の労働者がこうした方向をとり得なかったことは，最初に

も述べた。そこには第z章で、見た毎く，労資関係，とりわけ第湿期以降の，独占を背景とした
企業側の攻勢のもとで，組合がとってきた方針や運営の問題(とりわけ職制の組合推薦舗の評

価の開題〕が存するが，少なくとも第百期以降，企業側のい読み、、が一歩勝り，企業{闘が組合

内部の措謄的対立を誘導し，それを利用した結果になったといえるO しかし開時に，第N期に

表 5-18 現在事業への勤続意志

C-c 

D 国盟 閤

しTこL、

⑩ 

⑧⑨ 

おける組織運営をめぐる若手層の台頭は，それ

自体また(第I期に!日リーダーが台頭した時の

ように〉彼らの新たなる段階での職場生活上の

現実，そして職場集盟構造の変容を基点とした

協働形態の創出という函をもっているO 現在そ

れは，組合の解体とパーラ一期鎖，人員削減等

「合理化」の進行のもとで資本の一方的な管轄

を受けている。しかし， I日リーダ一層に対する

若手層の外観的なれ勝利、、が，このように彼ら

の諸状態を根本的に改善するものではない波

り，資本に対抗する彼らの再組織の動きは，必

ず生じてくると見なければならなし、。そして，それはもはや「近代化Jを主な内容とするもの

ではなく，労資の本質的矛盾と関わざるを得ない内容をもってくると言わねばならなし、。

五冬章 まとめと今後の課題

本稿では，対象企業A製パンの労資関係の史的展開を組合闘争史として把謹し，その内突を職

場集団レベル，及びそれを構成する労働者の属性，生活史，職場生活史のレベルから追い上げた。

職場句集国を把握するにあたっては，幾つかの作業単位について，その構成メンバーの変容及

び披らの職場共有歴を基底において，仕事上，まとまり上での彼らの関係から把彊した。そこ

では少なくとも第百期以降，機械化と若年労働者の職場への流入とから，従来の組合リーダ…

及びそれと活動を共にしてきた熟練層 CA，C-a屠〉が，新入の若手層 CD層〕を統括する
構造をもち得なかったこと，一方，組合のリーダー閣の中高年婦人労{勤者 (B層〉との関係

は，それまでの職場や組合活動における共有体験合土台に，強い結合関係を有しているという

構造が君取された。

他方，生活史的アプローチからは，次のことが明らかにされた。

第一に労働者の入社前職歴，そして彼らの年令，性等の題性は，企業側の労働者配置政策に

とって重要な規定婆間となっている。すなわち，入社前に菓子関係織をもっ男子は r仕込
みJ部門等を中心とした職務につき，現在投職についている者も存するが，そうした経験をも

たない(パート歴を中心とした)中高年婦人層は， r調理一洗物」等の部門につき，ピル化に
よって「包装J，r仕上げ」部門等へ大きな配転，職務変化をとげていること，さらに新入の
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(多くは菓子関係職経験を有さぬ〉若手躍は，機械化以後の専属部門や， i仕込みJ，i仕上げ1

の単純作業部門に配置されること等であるO

第二に，以上のことと，黄金体系の変化〈それはまた労機組合の闘争が大きくかかわる労資

関係によって競定されているのだが〉は，労働者諸階層の「企業内人生J(元島邦夫氏〉を規

し，各層の組合活動へのかかわり方をも規定している。すなわち，組合結成は，熟練の少な

い，それ以前にも当特の職場でも徒弟的労働条件を経験している若手男子をリーダーとして，

伺様な労働条件下にある若手題，婦人摺を広くまき込んでなされた。そうして獲得された年令

賃金体系や幾多の生活保障の諸権利は，とりわけ中高年婦人層には，たとえその激務が補助的

な部門であるとはいえ，それ以前の職場に比べかなり良好なものであったといえるO こうした

中高年婦人層の(艶転， i合理化Jにさらされる中での〉要求に支えられて，激しく 「ビ、ル化

陣争Jは関われるO しかし， '75年以降の新賃金体系と組合員職制の制度， そして'77年におけ

る大巾な機誠導入のもとで，一方では作業内容の平準化，他方では，賃金の底上げが国難化し

てくるもとで，中高年男子，そして職制に推薦された総合功労者に対する若手摺の相対的低賃

金の体制が生じ，そのもとに入社してきている若手層(彼らは，菓子関係職の経験合有さず，

単身で来札している者が多しうの不満が，組合の現体制に対する不満として惹起し，それ以前

入社の若手女子(彼女達もまた新賃金体系のもとで賃金上昇がほとんどみこまれなくなってい

る〉の不満と共に構造化しているということであるO そして，この期の労働総合の「一面共闘

・一面闘争」路線に基づく賃上げ闘争の自粛，及び組合員職制の選出による一種の「経営参

加Jは，数のたでも増大している若手層(矛盾の集中点である〉の要求を十分にくみ上げる体

制とはなっていなかった，という問題が存しているO

，かかる問題において，入社時期を類似ぜる労働者諸閣の職場生活，組合闘争の共有

の問題が，職場集団の構造の上でも看取され，少なくとも職場集団における若手閣を組合員職

制そして彼らとの総合の深い中高年婦人間及び熟練層が統括し得ていないことは先にも指摘し

た通りである。

以上の分析結果を通して分ることは，少なくとも，労働者の「成長Jというものが，たび震

なる，そして次第に高次化してくる資本側の攻撃への対抗の中で，そして労働表内の階層的な

対立とその克服の中で進むきわめてジグザグした過程であること，そしてその労勤者諸潜層の

結合，離反の問題の中に，仕事や組合活動の共有体験の問題がひそんでいること，それは，時

には，階溜対立の一因をも形成するが，組織としての活動経験は，労働者の視野を広げ，層的

な対立を克服する条件をも同時に育成するということ等々であるO しかし，独点とのかかわり

を有する資本側の攻勢，そして労働者間のれ世代薬治の問題は，中小企業労働組合にとっても

克服すべき新たな困難を与えているO

かかる点において， く産業社会学〉における労資関係に対する「帰属意識論j的アプ口一

チ，そしてまた主に「生産性」の視点からなされる〈多くは労働者の生活史を踏まえぬ〉職場

集部分析は，かかる開題解明にとっては，ひとつの限界を有するものであるといえよう O 少な

くとも職場集団は，労資の対抗関係のもとに位霞づけ，階級，階層的な競定性のもとでの労働

者の職場生活(そして労働 生活史〉を基底において分析されねばならなし、。しかしながら，

個別企業内での労働者による組合の形成，発展の営みが，どのように企業の枠を超えた労働者

の階級としての連帯，そして資本主義の体制それ自体を変革して行く営みと連なるのか，とい

った諸点の解明は，理論的にも実証的にも今後の課題として残されている守


